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この報告 書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部で あ

る機械工業振興 資金の補助 を受 けて昭和53年 度に実施 した

「産業 別情報拠 点の育成に関す る調査研 究 」の成果 をと りま

とめた もので あ ります。
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1 は じ め に

本書 は,昭 和53年 度 事業 として,当 協会の委託 によ り(社)日 本事務機 械工業会 が調 査 し取 りま と

めた 「事務機 械産業情 報 ニーズ調査 」の成果 報告書で ある。

1.1報 告 書 作 成 の 目的

わが国経済 が,高 度成 長か ら安定成 長期へ と移行す るなかで,産 業界 は激 しい内外の経 済環境の

変化に対応 して,迅 速的確 な情況判断 を行い速やかな意思決定 を下す ことが迫 られ てお り
,こ のた

めには,内 外 にわ たる幅広 い関連の情報が ,正 確 しか も集中的 に収 集され,こ れがただちに利用 可能

な形態 で提供 され る必要が あ る。

特に,最 近 の経 済環境 下にあ っては,産 業 として政策 の検討 と対応 を充分に考慮す る必要 があ り
,

情報拠 点 としての業界団体 の役割 が重視 され,こ れ を通 して,産 業界 におけ る政策 課題 と必要 な情

報の関 係を把 え,産 業情報 のあ り方,体 系化 につ いて調査研究 を行 い,情 報拠 点の育成 に資す る必

要が ある。

この よ うな観 点か ら,今 回 「産業別情報 ニー ズ調査 」の対象 の一つ として事 務機械業界が選定 さ

れtこが,こ の よ うな調査研究 を通 して,政 府 と業界が協 力して情報処 理問題 にあtlり
,関 係デ ータ

を明 らかにす ることは,当 業界 の将来 に とって も有意義 なこと と思われ る
。

1,2報 告 書 の 構 成

本報 告書 は,次 の よ うに構 成 されて い る。

2.事 務機械産業の政策 課題

3.情 報 及 び情報流通関 係の調査

i4.情 報 利用の現状

5.今 後 の課題

2.「 事務 機械 産業 の政策課 題1で は,今 回の 情報 ニー ズ調査の目的 である産業の政策課 題 に対応

しに情報 ニー ズを把握す るために,事 務機械産業 の製造工業 にお ける地位,事 務機械 産業の特長
,

業 界 のあ り様 ・ そして事務機 械産業の過去,現 在,将 来 にわたる政策課題 の推移 について整理 を し

てい る。

2.1で は,戦 前か ら戦後 昭和30年 代前半 までは,輸 入 事務機 械に その需要 を頼
っていt$務 機

一1一



械 業界 が,政 府の政策援助 を得て国産事務 機械 工業 発展へ とスタ ー トしたの が30年 代 半 ばで あ り,

爾 後今 日の隆盛 をみ るわけ であ るが、 諸統計か ら,そ の発 展の裏付 け と現在 におけ る事務 機械 産業

の製造 業,あ るいは機械 工業 における位置 と他業種 との若干 の比較 を行 っている。

2.2で は,複 写機,電 卓等,当 工業会扱 い事務機械の機種別の特徴 などを抽出す るとともに,事

務 機械業界 の概要にふれ てい る。

2.4は,事 務機械産業 の政策課題 とい うことで,理 事 会,部 会,委 員会報告等に基 づ いて,過 去

の工業会活動のなかか ら.過 去の政策課 題の流れを概観 し,そ の内容 につ いて整理分析す る と同時

に,2.2,2.3で み た事務機械 工業の特色,あ るいは最近の業界動向か ら予測 され る将来 の政策 課

題 につ いてふれ てい る。

3.「 情 報及び情報流通関係の調査 」では,国 内海外の諸機 関,団 体等 が発表 してい る必 要な情 報

を.一 応政策課題別 に整理 して いるが,資 料 の うち,国 内 事務機械 関係情報 と しては,こ れ を機器

の面か らみてハー ドウ ェア,機 器の 利用 方法等 の面 か らの ソフ トウ ェアと関連 産業 の3つ に区 分 し,

資料名,編 著 者,発 行 所,発 行時期,内 容 に分 けて整 理 して いる。 また海外 事務機械産業情報 につ

いては,主 要 国の事務機械産業 関連団体 と,主 要国 の事務 機械産業 関連刊行 物に分け て列挙 してい

る。,

4.「 情 報利用の現状1で は,国 家機 関等 各種機 関を中 心に作 られ ている情報 を,前 述の ような政

策課題別 に利用状 況を示す と共 に,そ の評価に もふれ てい る。

.また業界団体 として,各 種の情報 を どの よ うにまとめ,ど の よ うに サー ビス をしているか につい

て も、取 りまとめを行 ってい る。

5.「今 後の課 題 」では,過 去にお ける政 策 ニー ズの流れ を概観 し,政 策課題別 に必要情報を整理

分析 した結果 をふま えて,現 行 の情報処理体 制につ いて述 べ,将 来の利用計画 について付 言す る と

と もに,本 作業 に よって抽 出 され た問題点,あ るいは今後 早急 に補 強 さるべ き課題等 を整理す るこ

とに よ って,今 後の情報拠 点 と しての位置づ け,役 割 等につ いてふれ て いる。
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2 事 務 機 械 産 業 の政 策 課 題

2.1事 務 機械 産業の製造 業に 占め る位置 と経済的背景

「日本 標準産業分類(1972年3月 改訂)」 に よる事務機械 製造業 の分類位置 を,表 一1に 示 しtこ。

表 一1

分 類 分 類 番 号
.

分 類 項 目 名

大 分 類 F(A～Nの う ち) 製 造 業

中 分 類 34(18～39の う ち)
一・般機械器具製造業

小 .分 類 348(341～349

の う ち)

事 務用 ・サー ビス用 ・民 生

用機械器具製造業

細 分 類 3481(3481～3484
・3489の う ち)

事務用機械器具製造業

まだ 「日本標準商 品分類(昭 和50年3月)」 に よる事務機械 は,大 分類(1～5の うち)4「 最

終 製造 品 」(PART4-END:PRODUCTS),中 分 類(37～95の うち)57「 事 務用機械 及び装

置1:(Officemachinesandequipment)と 分 類 され ている。 以下中分類 は9品 目に細 分 され,

さ らに各 個別機種毎 に再細分 されて,中 分 類以 下の コー ド番 号は4桁 とな っている。即 ち,572132

記 録式電子式卓上 計算機 の如 くで ある。

細分 されt:9品 目 の 「事務用機 械及 び 装置 」とは次 に挙げ る ものを指 している。

57-1

-2

-3

-4

-5

-6

-7

-8

-9

これ ら「標準分類 」に も示 され てい るとお り,

精 密機械,輸 送機械 な ど,

を横断 的に分割 し,再 編 成 した製造 業 とい うことがで きる。 すなわ ち複合業種 型製造業 であ る。

デ ータ処理 機械(パ ンチカー ド式,テ ープ式及 び類 似す る もの)

計 算機械及び会計機 械(パ ンチカー ド式,テ ープ式及び類似す る ものを除 く)

金銭登録 機及び類似機械(パ ンチカー ド式,テ ープ式及び類似す る ものを除 く)

謄 写機,複 写機,事 務 用印刷 機,あ て名印刷機及び マイク ロ写 真機械

時間記録機械

連 絡機械

タ イプライタ

フ ァイリングシステム用器具

その他の事 務用機械 及び装置

わが 国の事 務機 械製造業は,電 気機 械,'光 学 機械,

い くつかの業種 を異にす る機械製 造業 の中か ら,事 務機 械 に関す る部分
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また・事務 繊 は最終製造 品 であ る ことカ・ら,こ れ樋 点 として,エ ネル ギー1京 欄,部 品,

設 備な どの供給 産業が裾 野 を形 成 して いる。

主 な供給産業 として,電 力 ・ガスな どの エネル ギー産業 ,プ ラスチ ック,ガ ラス,ゴ ム,鉄,金

属などの原酬 産業滝 線,馴 滝 措,半 導体集積回路極 信 ・電子鍋 など嘔 気.電 子部

品産業 があ る。 その他,工 作機械,運 搬 機械,空 調設備 ,計 測器,機 械 工具 な どの設備供 給産業 も

大 きなウエ イ トを占 めている。

過 去3年 間にお ける一般機械の 生産 金額 と,そ れに占める事務機械 の生産 金額 及び その 比率 を表

一2に 示 した
。

表 一2(単 位 、百万 円)

昭和 年 一般機械生産金額㈲
事務機械生産金額θ ㈲ に占め る⑥ の割合(%1

50 5.413β89 361,990 6.69

51 6ρ31,030 477,479 7.92

52 ⑤596202 513421 7.78

「機 械統計年 報(昭 和52年)」 による。

一般 機械生産金額に占 める各業種の比率 を
,昭 和52年 で み ると,第1位 がボ イラ及 び原 動機 で

14.3%,第2位 冷 凍機 ・冷 凍機 応用製品14 .2%,第3位 土木建 設 ・鉱 山機械,ト ラクタ12 .9%

と続 き,第4位{「 やや差が あ って7.8%の 事 務機械が位置 して いる
。 以下第5位 農業用 機械器具

6.3%,第6位 化学機械5.8%な ど とな っている。

ま た,主 な原 材料供給業種 である電気機 械の うちの 「通 信 ・電子部品 」と 「電子管
,半 導体 集積

回路 」の昭和50年 ～52年 生 産金額 を事務機械 と比較 し
,表 一3に 示 しt。

表 3 (単 位:百 万 円)

昭和 年 事務機械生産金額 通信 ・電子部品生産金額 電子管,半 導体集積
回路生産金額

50 361990 659,712 485,038

51 477,479 988,267 754igO

52 513,421 986458 774,277

「機 械統計年報(昭 和52年)」 による。

事務機械 の生産金額規模 は,「 通信 ・電子 部品 」に比べ約50% ,「 電子管,半 導体 集積回路 」

に比べ約65%と な ってお り,事 務機械が,こ れ ら他業種 と比較 して も充分肩 を並べ られ る規摸 で

あ る とい うこと もで きるだろ う。

図 一1の インパル ス表 は,事 務機 械産業 の経済 的背景 とそ の 因果 関 係 を マクロ的 に示 しt:も の
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である。広 い産業活 動の メカ ニズムが理解 で きる。

にだし,前 に も述べ たよ うに,事 務 機械が複合業種型 であ る こと と,後 で述 べ る輸出依存型 であ

る ことなどか ら,こ の表に示 され ている各項 目の ウエ イトは,各 業種,各 機種毎 に異 な って いる こ

とを承知 してお く必要が ある。特 に,「 世界経 済 」や 「世界の需 給 」等 の情報 は,機 種 に よっては

きわめて大 きな ウエ イ トづ けを しなければな らない もの となる。

これ らの ことは,事 務機械産業 の政策課題 を考察 す る場合,後 章 で述 べ るよ うな長 期 的 かつ マ

クロ的立場 に立脚 しに ビジ ョンを持 って取 り組 む必要が あるこ とを示唆す る もの といえるだ ろう。

環

境

、
エ
ネ

ル
ギ
・

コ

ス

ト

等

國

資源需給,価 格

環 境規制,投 資

新規 立地

建設 コス'ト等

図 二1事 務機械産 業 インパルス表

2.2事 務 機 械 の 特 長

現在 「国産事務機 械 」と呼 ばれる ものは,当 工業 会が その動 向を掌握す る次 の11機 種 であ る。

oタ イプラ イタ

O液 体 印刷機 及び謄写 印刷機

○オフセ ット印刷 機

o複 写機
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こ)マイクロ写 真[機1戒

o電 子式卓上 計算 機

o金 銭登録機

o計 算会計機

Oタ イムレコーダ ・タ イムスタ ンプ

Oシ ュレ ッダ,

Oチ ェ ック ライタ

以下 「日本工業規 格(JISBO117)」 を参考 に しなが ら,.各 機種 の説明 をしてお こ う。

(1)タ イプ ライタ(typewriter)

一 動作 ずつ印 字を行 い ,事 務 書類な どの作成に使用す る機 械。

使 用目的 に よって和文 タ イプ ラ イタ,欧 文 タ.イプライタ,か なタ イプ ライタ,そ の他等があ り,

まtここれ ら各個別機種 毎に電動式,手 動 式がある。

〔2腋体 印刷機及び謄写 印刷機(spiritdupulicatoraridstencildupulicator)

①液 体 印刷機(spiritdupulicator)1

適 宜 の用紙の裏面に染料 を付 着させ,こ れを溶剤 によ って転 写す る印刷機械。

②謄写印刷Ue(sten.cildupulicator)

謄 写原紙 を用 い てインキを透過 させ て印刷 す る機械。

(3)オ フ セ ット印刷 機(offsetdupulicator)

主 として平版の印刷で,画 線 を一度 ゴム面 に移 し,こ れを仲 介と して印刷 する機 械。

tこだし,事 務機械 と して取 扱 う範囲 は,印 刷 で きる用紙が 「B3」 版 まで の もの としている。

{4)複写 機(copyingmachine)

文 書,:図 面 な どを複製す る機械。

主 な個 別機種は その複写 方式 によ って分 け られてお り,ジ アゾ複写機,写 真複写機,静 電式 複写

機,感 熱式複写機,青 写 真複写機 な どがあ る。分類上 ではさ らに細か い分類が され ているが,一 般

には ジア ゾ複写機,静 電 式複写機,そ の他の複写機の3機 種 で呼 んで いる。

(5)マ イクロ写 真機械(migrofilmequipment)

マ イクロ写 真の撮影又 は 現像処 理,複 製,そ の 他に用い る機械。

その用途 に ょって,マ イクロフ ィル ムカメラ,マ イクロ写 真リー ダ,マ イクロ写 真 リー ダ ・プ リ

ンタ,マ イク ロ写真引伸 し機,マ イク ロフ ィルム プリ ンタ,マ イク ロフ ィル ム現像機,ア パ ッチ ャ

ーカー ドカウ ンタな どの個別機種が あ り
,他 の事務機械とは違 って これ ら個別機種 は それ ぞれ全 く

異 った作業 を行 ってい る。

(6)電子 式卓上計 算機(electroniccalculator)

演 算 を電 子機構 で行 う計 算機、
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いわゆ る 「電 卓 」と呼 ばれてい る もの で,機 械統 計(通 商産業 省)で は13桁 以下(プ ログ ラム式

を除 く),印 字式 と14桁 以 上(プ ログ ラ ム式を除 く),プ ログ ラム式の3種iC分 類 されている

(JISで は計 算機 械の中 の一個別機種 .として取扱 ってtlる)。

(7)金銭 登録機(cashregister)

取 引 の記 録及 び金銭の保管 な どを行 う機械。計算及び分類機構 を備え るもの も含 む。

機械式の もの と電子式の ものが あ り,機 械式 の ものは多合計式(合 計機3個 以 上)と,単 純式

(合 計機2個 以下)と に分 け られ てい る(JISと は若干異 なる)。

(8)計算 合計機 械

この名称 は,当 工業会 と加盟会員各社 が使用 してい るだけの もの で,合 計機械や計算 タ イプ ライ

タ,在 庫管 理機 な どの個別機種 の 区分が,電 子技術の発展 に伴な い,現 実 問題 として難 しくな って

いることか ら、 これ らを一括呼称す るために名 づけた もので ある。

① 会計 機械(accountingmachine)

主 と して記帳作業 を行 うもので,計 算と作表の制御機構 をもつ機 砿 紙 テープせ ん孔機,カ ー ド

せ ん孔機,磁 気元 帳 などに よる入出 力機構 付 きの もの も含 む。

② 計算 タイプ ライタ(typewriterwithcaluculator)

タ イ プライタ と演算機構 とが連動 して単 一機構 と して作票計算 を行 う機 械。 ビリングマシ ンな ど

とも呼ばれ る。

③ 在庫管理機(inventrychecker)

入 出 力管理がで き,現 在の在庫 などを記録す る機 械。 テー プせん孔機,読 取機 などの入 出力機械

付 きの もの も含 む(JISに よる分類 では 「その他の事務 機械 」として取扱 われ ている)。

(9)タ イ ムレコー ダ ・タ イムスタ ンプ(timerecorder.timestamp)

① タ イムレコーダ(timerecorder)

勤 務 時 間な どめ管理 の ため に,時 計機構 を備 え,カ ー ド上に勤務時間な どを記 録す る機 械。

② タ イムス タンプ(timestamp)

時 計 機構 を備 え,文 書、帳票 な どの上に時間 を記録 する機械。

aO)シ ュ レッダ(papershredder)

機 密 を保 持す るために,文 書,図 書 な どを判断 不能の状態 に細 か く裁断 す る機 械(JISで は 文書

細断機 と呼ばれ てい る)。

ODチ ェ ックラ イタ(checkwriter)

小 切 手,手 形 などに金額 を刻 み印字す る機械。

次に,こ れ ら事務機 械の生産,輸 出`輸 入 の状 況を,図 表に よ ってみて みよ う。

表 一4は,主 要 事務機械 の生産,輸 出,輸 入 を「機 械統計 」(通 商産業省)と 「通関統 計 」(大

蔵 省)か ら,昭 和47年 以降 にっ い てま とめ たものであ る。
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表 一4主 要事務 機械,生 産,輸 出,輸 入統計

(単 位:百 万円)

ー

co

l

年 項 目 総 計
電 子 式
卓 」二
計 算 機

加 算 機 会 計 機 謄 写 機 複 写 機
事 務 用

印 刷 機

マ イ ク
ロ 写 真

機 械

タ イ プ

ラ イ タ

金 銭 登

録 機

タ イ ム レ
コ ー ダ

タ イ ム ス

タ ン プ

チ 壬 ツ

ク ブ イ

タ

計 算 機

昭和.
生産 230397 118,479 10,657 6,290 1,431 51,198

←

3.357・ 1,612 15,440 17,766 2,745 1,230 192

47年
輸出 123,571 78,930 6,031 13 175 18,793 一 281 12,032 3,962 592 77 2,685

輸入 9,589 1,172 一 2,092 855 120 一 294 2,439 1,547 38 27 1,005

生産 325,662 173,019 5,179 8,238 1920 80,403 4,534 2,602 16,191 27,921 4,098 1,445 112

48年 輸出 178,442 117β45 3,337 35 252 35,198 一 298 12β36 6,401 943 106 1,691

輸入 12,527 2,021 一 L667 925 540 一 280 3,611 2,125 35 13 1310

生産 357,269 179,788 4,321 11,996 2,523 90,709 5β57 3,637 15,826 36,367 5,011 1,729 5

49年 輸出 203,242 125β83 4,819 311 387 43,403 一 365 16,897 9ρ12 1,111 125 929

輸入 15,604 4,046 一 1320 1,164 1,469 一 248 5,085 1262 55 9 946

生産 362,655 161,983 1,117 18,488 2,165 112,733 7,682 3,021 14,284 35378 4,487 1317 一

50年 輸出 212,974 129,163 1,437 165 383 50,505 一 487 15,480 13,930 1,048 167 209

輸入 11,060 1,768 一 715 1,117 1,178 一 231 4,242 781 37 15 976

生産 477,196 184,555 337 20364 2093 167,499 9,409 3,752 22,967 59β33 3,689 1,748 一

51年 輸出 305,877 151,023 736 324 611 92201 一 430 24,099 34,721 1,429 239 65

輸入 9,511 L891 一 335 750 1,606 一 294 3,746 198 31 5 654

生産 513,421 152,554 19 18,409 3,699 210,533 11,684 4,641 32,947 73,522 3,699 1,714 一

52年 輸出 332,078 120,188 370 305 732 124,368 一 619 30,175 52β61 1,674 252 514

輸入 14,155 2,974 一 121 1,063 4,726 一 296 4,489 38
^18

4 426

轍[§ ㌶ 塙 ㌶)}に よる・



表 一5生 産,輸 出,輸 入額の推 移

(単 位:億 円,%)

輸 出 輸 入
年 生産額

金 額 輸 出
比 率 金 額 輸 入

依存度

昭和36年 173 4 2 122 42

37 207 10 5 124 39

38 272 17 6 142 36

39 323 33 10 139 32

40 340 57 17 122 30

41 440 84 19 119 25

42 617 133 22 148 24

43 918 258 28 159 20

44 1394 452 32 142 13

45 2β31 1,020 44 157 10

46 2330 1,156 50 148 11

47 2β04 1,236 54 96 8

48 3,257 1,784 55 125 8

49 3,573 2,032 57 156 9

50 3,627 2,130 59 111 7

51 4,772 3,059 64 95 5

52 5,152 3321 64 141 7

鑛ξ1麟瀦 麟 羅}に よる・

表 一5と 図 一2は,昭 和36年 以降の生産,輸 出の金額 推移 と,生 産金額 に占める輸出金額の比率

を示 した ものであ る(生 産金額,輸 出金額の推移 は対 数 で示 した)。

事務機 械産業が輸 出依 存型 である と前で述べ た。 それ はつ ぎの理由に よる ものである。昭和36

年 の 輸 出金額 は約4億 円 で,生 産金額 に占め る比率 はわずかに2.3%で あ った。 従 って内需 は97.7

%で ある。 ところが輸 出は その後急激 な増加 を示 し,10年 後 の昭 和46年 に は50.0%(1,156億 円)

15年 後 の51年 に は実1こ64.1%(3,059億 円)を 占める に至 った。 さ らに52年 は64.5%(3β21

億 円)で ある。 同年の内需比 率 は35.5%(1β31億 円)で 輸 出金額の約半分 に留 っている。(図 一

3,4)

これ らのことか ら,事 務 機械産業が 輸出依存 型である ことを うかが うこ とが で きるだ ろ う。

それ とは逆の輸入 依存 度を 図一5に 示 した。 昭和36年 に42%の 高依 存度 であ った輸 入 は,46

年 に は11%,52年 では7%と 後 退 して いる。輸入 に関す るデータの重要 度 と しては,か な り低 く

な ってい ると見て よいだ ろ う。

さて,昭 和40年 に 生産金額 で300億 円 程度 であった事務機械産業 は,そ の後 の高度経済 成 長や

経 営の合理化等 の影響,あ るいは その恩恵 を受 けて,順 調に規模 を拡大 した。昭 和52年 の 生 産金

額5,152億 円 は,40年 の 実に16.5倍,42年 の5.6倍 と な ってい る。
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内51年 一305,877.048千 円

竺52年 一332.057.406千 円 計算機 ・加算機 ・会計機

エッンライタ

内51年 一305、877,048千 円

外 共産圏

図 一4輸 出の地域別構成比

図 一3'事 務 用機 械の輸 出構成比
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この よ うな 事務 機 械産 業 の著 しい 伸長 と輸出比率の 増大 は,昭 和45年 以 降 の電子式卓上計算

機 と複写 機の生 産に負 うと ころが特 に大 きい。52年 までの両者の生産金額は,事 務機械生 産金 額

の70%以 上 を占めてい る。(図 一4,5,6,7)

また,過 去3年 間,両 機 種の輸出金額が全体 に 占め る比率 も,50年84.4%,51年79.5%,

52年73.6%と きわ めて高 いウエイ トとなってお り,事 務 機械産業が 「輸 出依 存型 」であ り,電 卓,

複 写機 に よ ってけん引 されて いる産業 であ る ことを裏 づ けてい るとい えるだ ろ う。

後 の参考 資料編 に 「機種別生産金 額推移 」と 「機 種別輸 出入金額推 移 」の図 を載せ ているので参

照 された い。

2.3事 務 機械 業 界 の概 要

「工業統計速 報(昭 和52年12月)」(通 商産業省)に よ る事務機械製造業 の動向 をみ ると,事 業
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所数は240,従 業 員数44238人 と示 され ている。 これ を10年 前 の昭和42年 と比 較す ると,事 業

所数約170減,従 業員 数約24,000人 の増 どなる。 すな わち,高 度経済成長 とと もに業界の 自然 淘

汰 と特定企業の拡大 がなされ たことの証明であ ろ う。

現在,当 工業 会加盟 メーカ ーは35社 を数 え,内 株式上場企業は18社,非 上場 は17社 であ る。

事務 機械業 界は,複 合業種型 産業 であ る こと,輸 出依存 型であ る こと,さ らには成後急成長型 であ

る ことの他 に も,次 の よ うない くつかの特 徴 を もって いる。

その1つ には,「 専 業,兼 業 メーカーが混合 してい る 」ことが あげ られ る。

例 えば,リ コー,カ シオ,富 士 ゼ ロ ックス,東 京 電気,三 田工業等 とい った事 務機械専業 メーカ

群,デ ュプロ,浜 田 印刷機 などといった印刷 機専業 メー カー群 と,シ ャープ,キ ャノ ン,東 芝,松

下通信工業等 の兼業 メー カー群 の混 合であ る。

その第2は,製 造 す る機械 がア ッセ ンブリ主体 であ るため,他 業界か ら当業界 に,あ る いは ま っ

た くの新規参入が し易 い とい う点があ げ られ よ う。

その第3は,第2の ポ イン トと若干関係す るが,設 備重視型 ではない為,無 公 害産業であ る点 に

ふれておか ねば なるま い。今 日,規 模 の拡大や最新技術の導入 を図 る場合,地 元 住民 その他か らき

わめ て厳 し く監 視 され るの は公害 の問題 であ ろう。 この意味 では当工業の将来に む けての安 定産業

である ともいえる。

最後にあ げてお きたい点 は 「技 術開発とその導入」が常 に世界 の最先端 であることである。ICや

LSIの 開 発 ・応用 等にみ られるエ レク トロニクスの発展は もはや疑 う余 地のな いところとい えよ

う。 事務 機械 はこれ ら最先端技術 の一翼 を担 う産業 であ る。

昭和52年 生 産金額 で5,000億 円 を突破 した当業界 は,こ れ らの特色を フルに生 か して,成 熟期

へのス テ ップを踏み出 した ところであ る。

2.4事 務機 械産業の政策課題

2,4.1過 去 における事務 機械産業の 政策課題

過 去におけ る事務機械産業 の政策 課題 を整理 して資料 として取 りまとめた ものが,表 一6の 日本

事務機 械工業 会 ・理事会,各 部会 ・委員会の事業活動 であ る。

当工業会の組織 として は,意 思決定機関の理事 会を頂点 として,そ の 下に事務 機械全般 にわたる

事項 を管掌 す る委 員会 と各品 目 ごとに設置 され ている部 会がある。

これ に よ って現在 までの事務 機械産業 における政策 ニーズの推移 を見 るこ とがで きる。

大別 す ると,工 業会創設 前後,発 展段 階,現 在 とな り,種 々の課 題を持 ってい たことが わか る。

概要 を記述す ると以下の通 りであ る。
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　図一10日 本事務機械王業会の組織図

.(1)工 業 会創設前 後(昭 和35年 ～40年)

昭和35年2月 には 日本 事務機 械工業会が設立 され た。当時は,生 産114億 円,輸 出2億 円,輸

入75億 円 と需要 の大半 を海外 に依 存 していた。 この傾 向 は,貿 易 の自由化が具体化す るにつれ て,

ま す ます増大 してい った。

国 産 事 務 機 械 の 大 半 は,戦 後,工 業化 された新 しい産業 であ り,輸 入製 品の 品質お よび価 格 な

どを研究 し,技 術 開発 をはか って輸 入製品 を上 まわる製品 を生 産す ることが課題 であ った。 ・

この ため に,外 国事務機 械の性能解 析をは じめ,第2次 機 械工業 振興臨時措置法(以 下機振 法 と

い う)の 業種指定 を受け るな ど種 々の活動 を行 った6

ま た,事 務 機械 に かぎ らず,輸 入製品が数多 く市場に出 回 って いたが,わ が国の産業 を育成す る

ために国産品普及 向上 運動が展開 され た。事務機械 につ いて も,同 運動 に積 極的に参画 し,第1回

日本事務 機械工業展 を開催 し,日 本 の事務機械 を広 くPRし た。 .

工業会創 設当時は,政 策 ニ ーズも海 外の技術動 向お よび導入等の問題,ま た国内的 には事務機械

産業の育成,振 興 とい った基 礎課題が多 く取 り上げ られ,そ れに必要 な活 動が行われ た。

(2)発 展段 階前半(昭 和40年 ～45年)

第3次 機 振法が施 行 され,事 務 機械 産業 も第2次 同様に業種指定 され た。

この時期 は,国 内事務 機械産業 は輸入製品 を目標 に品質 ・性能の向上 をはか っていた。国内市場

で も競争 が起 り,一 層の技術 開発,経 営 の強 化が進 め られ た。

また,海 外市場 につ いては,市 場 動向 を調査 し,ど んな事 務機械 が必 要 とされているか,海 外 の技

術が ど こまで進歩 してい るか を分 析 ・研究 して,国 産事務 機械の進歩 に役立 てた。

昭和43年 に は,貿 易 自由化 が早 期実現の 可能性が あ り,自 由化に ともな って表 われる問題 に つ

いて検討 を開始 した。
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事務機械の技術面 については,海 外の技術 動向を把握 し,品 質 ・性能の向 」二をはか り,競 争 力を

増す方向 であ った。

また,工 業技術 院の指導 の もとに標準化 を進 め,各 種の 日本 工業規格 の原案 を答申 した。 電気 用

品取 締法関 係において も,安 全性の問題を解決 してい った。

{3)発 展 段 階後半(昭 和45)50年)

国 産事務 機械 は,年 々生産額 を増大 させ ていったが,技 術的 には機械式の ものか ら電子式(IC,

LSI)の 部 品 を使用 した ものに移行 してい った。 この傾 向は現在 も続 いてい る。、

国産事務 機械の品質 ・性能 の向上は著 しく,海 外市場への進 出は 目ざ ましいほ どであ った。特 に

電子式卓上計 算機 は飛躍 的 に伸 びたが,昭 和46～47年 に かけ て供給 過剰 気味に な り,種 々の問題

をかか えた。

また,国 内 は価 格の低下に よ って需要 は拡 大 したが。だ んだん価格競争の様相 を見せ てきた。

昭和48年 に は,オ イル ・シ ョックが起 り,景 気の低迷がは じま ったが,幸 いに も事務機 械は マ

イナス成長に な らず,若 干の伸 びを示 した。

技術 的には,電 子化 が一層進 み,新 製品が続 々開発 された。

この時期の 問題点は,需 給見通 し,流 通機構 の整備,輸 出秩 序 の維 持,ア フターサー ビス体 制 な

どがあ り,急 成長 したために表 われ る解 決 しなければ な らない課題 であ った。

(4)現 在(昭 和49～52年)

当 工業会 が扱 っている品目は,現 在10品 目あ るが,主 な機種 に ついてみると,

o電 子 式卓上 計算機(電 卓)

昭 和39年 に 市場 に登場 した電 卓は,電 子化の波 にの り年 々生産量 を伸 ばして きた。品 質 ・性能

とも現在 は世界一級 であ り,技 術的優位 性を持 っている。過去,種 々 の調 査 を実 施 して きたが,

今 後 は世界市 場の動 向,発 展途 上国の生産動 向,技 術開発等 の情報が必要 となろ う。

o複 写機

複写 機の歴史 は戦 前か らあ り,比 較 的事務機械の中 では歴史のあ る機 種である。 静電式複写機

が開発 され てか らは,透 過性 を問わずに複写 で きるよ うに な り,需 要 は拡大 して きた。 反面,複

写技術 の向上 とと もに,手 軽 に複写 で きるために偽 札 など法律 にふれ る複 写物 も出たが,両 替機

等 の性能向 上 もあ り,少 なくな った。 また最近 は,静 電式複写機の輸 出が多 くな り,海 外 におけ

る状 況分 析が必要 とな って きた。

o金 銭登録 機

従来 は機械式 が主流 であ ったが,近 年電子化が進み,電 子式金銭登 録機(ECR)が 主 流 とな

った。機械 式か ら電子式 への技術転換 は峠 を こした ものの,需 要は急激 に拡大 してきたこ とに よ

って,流 通機構 ・アフター サービス体制の整備が必要 とな って きた。 またECRは 電 子計算機 と

連結 させ てPOS(PointofSales)シ ス テムの一部 として使用 で きる機種 もあ り,ソ フ トウェ
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アの開発 も必要 であ ろ う。

Oタ イプ ライタ

事務機械の中 では,最 も安定 した機種 で ある。和文お よび欧文の2種 類あ るが㌧和文 タ イプラ

イタに っい ては当工業 会 におい て,"和 文 タ イプライタ電子化に関す る調査研究"を 実施 したが,

現 在は まだ実用化の段 階に至 っていない。 和文 タ イプラ イタは欧 文 と異 って,あ る程 度の技能 を

持 っていないと使用す る ことがで きない もの も多 く,そ の需要 も限 られ ている。簡単に使用 で き

る機械 が開発 されれば安定 した需要が見込 め るであろ う。

欧文 タイプ ライタは輸 出が大半 であ り,海 外 の状況 を的確 に と らえる必要 があ る。

以 」二が主 な機種 の現状であ る。

事 務機 械 は比較的歴史が浅 いが,そ の過去 をみ て もわか るよ うに,戦 後国内 で製造 を開 始 し,技

術開発 を繰返 して需要 を喚起 してきた。

技術面 では標準化,新 技術の 開発,品 質性能の向1二などが今後の課題 となるであ ろ うし,需 給面

では需要予測 の策定,国 内外 の市場分析,部 品の 安定受給 な どもあ る。 また複雑化 した情 報化 社会

に適応 した ソフ トウ ェアシステムの開発 も必要 とな ってくるで あ ろう。

2,4.2将 来 の政 策課題

すでにみ て きた ように,事 務 機械産 業は戦 後わが国が 高度成 長期 に入 り,傾 向的 な労働 力不足 に

基戊 ・て事務の合理化,機 械 化の要請 とと もに事務機械業界の著 しい技術開発 力と相 ま って発 展の緒

に っき,爾 後急成長 を遂 げ てきた工業 である。したがって,2.4.1で 過 去の政策課題 を整理 した ように

昭和30年 代 におい ては,当 時の機械産業重視政策の具体化 としての 「機械 工業振興臨時措 置法 」の

適用 を受 ける ことによ って,そ れ までの輸入事務 機械依存 か ら脱却 して,国 産事務機械振興 を目指

す ことに当業界 の政策の ポ イン トが あ った。

その後の発展は,生 産 ・輸出の統計数字 が示 す通 りであ るが,当 工業 界 と しての この間 の政策課

題 としては,技 術開発が先 行 し,次 に国内需要,更 には輸出需 要の開拓 が中心 で動 い てきた とい え

よ う。

事務機 械産業 は,他 の原材料供給型,装 置型産 業 とは異な り,典 型 的な無公害産業 で あ り省資源;

省 エネル ギー型産業 で もあ るので特 に,資 源 エ ネルギ ー,公 害 ・環境 ・立地等の観点か らの政策的

な課題は極 めて少な く,将 来 にわた って も特 に問題 として取上げ られ ることはないと思 われ る。 した

が って,今 後 の政策課題 と しては,こ れ までの発 展過程 で取上 げ られ て きた課題 を,今 後 成熟産業

へ と進 む段階あ るいは更 に産業 として,質 的変化 を遂 げ てゆ く段階 にお いて適宜 充実 した形 を と っ

て,設 定 してゆ くこ とにな るの では なか ろうか。 これ らを一応,項 目別 に整理 す ると次の 通 りとな

.ろう。
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(1)産 業構造政策

O今 後の産業構造の変化 と事務機械産業のあり方(別 に機械産業のなかでの位置づけ等)

o業 界再編成

o設 備投資問題 ・ ・ 、

o景 気変動

② 需要供給対策

O長 期 ・短期の需給見通 し(海 外 ・国内)

O機 種別流通問題

O機 種別需要構造の変化

(3)海 外問題

O輸 出市場の拡大(短 期的には輸出調整)

o海 外立地(現 地生産)問 題

o発 展途上国対策

O長 期的にみた国際競争 力
,/'

{4)技 術関係

O自 主技術 開発力

o標 準化問題

O技 術交流

㈲ 企業経営 ・その他

O経 営基盤の安定 ・強化

o金 利 負担軽減

o税 制問題
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表 一6日 本事務機械工業会事業活動 一覧表

年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海 外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

35 外国事務用機械の 割賦販売 の実態調 貿易自由化対策 国産事務機械製造 技術提携および資
性能解析

'

査 業の設備実態調査 本導入
に協力

設備近代化資金融
JIS制 定 に協 力

資あ っせん

36 JIS原 案作成(金 国産品普及向上本 北米市場調査(複 設備近代化資金融 企業合理化促進法 金融引締による影
銭登録機 複写機) 部の業務運営に参 写機)を 実施 資のあ っせん: の特別償却の業種 響調査

画 指定促進
機振法に基づ く事 、

窃用機械製造業実 第1回 工業展を開 第2次 機振法の指
施計画策定に協力 催 定

総 合 カタ ログ作成

37 機振法に基づ く事 需要予測発刊 貿易の自由化対策 設備 近代化資金融 機械類賦払損失補 景気動向調査
窃用機械製造業実 資の あ っせ ん 償法の業種指定促
施計画策定に協力 第2回 工業展を開

催

"

北米市場調査実施 進

外国事務用機械の 企業合理化促進法
性能解析 総合 カタ ログ作成 の業種指定促進

品質性能調査 国産品普及向上運
動

JIS原 案作成(金

銭登録機,複写機)
.

38 機振法に基づ く事 第3回 工業展を開 中南米市場調査実 設備近代化資金融 企業合理化促進法 景気動向調査
務用機械製造業実 催 施 資の あ っせ ん に ょる特 別償却の

施計画策定に協 力 対象機種の指定を
官公需国産機械優 受ける(金 銭登録

品質性能比較調査 先購入措置の適用 機,タ イプライタ)

(国 産と外国機の
比較)
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年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

総 合 カタログ(ス ペ 製品の法定耐用年
イン語)を 作成 数の短縮

国産品普及向上運
動

39 機根法に基づ く事 第4回 工業展を開 北米市場調査実施 設備 近代化資金融 企業合理化促進法 景気動向調査
盗用機械製造業実 催 資のあ っせ ん による特別償却の
施計画策定に協力 欧州市場調査実施 業種の追加指定の

謄写機の需要予測 促進
事務機械の標準化 輸出目標の作成
体系作成 国産品普及向上運

動 関税一括引 き下げ
対抗資料作成

官公需国産機械優
先購入措置強化

40 機振法 に基づ く事 第5回 工業展を開 アフター サ ービス 共 輸出目標の作成 設備近代化資金融 機械類賦払損失補 経営者懇談会の開
務用機械製造業実 催 同機関設置検討 資の あ っせ ん 償法の業種指定促 催
施計画策定に協力 欧州市場調査実施 進

総 合カ タログ作成

規格原案の作成 企業合理化促進法
(タ イムレコ ーダ) 官公需国産機械優 にょる業種の追加

先購入措置の強化 指定促進

国産品普及向上運
動

41 機根法に基づ く事 第6回 工業展 を開 輸 出目標の作成 設備近代化資金融 企業合理化促進法 資本の自由化対策
盗用機械製造業実 催 資の あ っせ ん による業種の追加
施計画策定に協力 海外商品別貿易会 指定促進

総 合カタ ログ作成 議開催
事務用機械技術研
究会設立に協力 国産品普及向」二連 事務機器特別展示

動 会参加
標準化5カ 年計画
作成 欧州市場調査実施
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年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

41 電卓の北米市場調
査実施

英文 カ タログ作成.

42 技術導入対策 国産品普及向上運 流通秩序の維持 輸出目標の作成

t

` 割賦販売法につい 資本の自由化対策
動 ての講演

機振法に基づく事 輸出秩序の維持

盗用機械製造業実 第7回 工業展を開 電気用品取締法改
施計画策定の協力 催 市場調査実施 [E対 策

標準化の推進 需要予測の実施 事務機器展示会参
加

性能試験方法の作
成(ジ アゾ式複写 電卓の北米市場調
機,金 銭登録機) 査実施

英文 カタログ作成

、

A

43 電卓の性能解析 国産品普及向上運 複写機の流通に つ 輸出目標の作成 設備近代化資金融 電気用品取締法対 複写機部品の共同

動 い て
F

資の あ っせ ん 策 生産体制の確立

標準化の推進 輸出秩序の維持

電子式写真複写機
需要予測の実施

商品別貿易会議開
催

機 振法見直し 経営懇談会開催

の部品の仕様 第8回 工業展を開 工業所有権制度改

催 欧州市場調査実施 正対策

電卓の使用するプ
ラス チ ッ ク キ ャ ビ 米国市場調査実施

ネ ッ トの材質調査
事務機器展示会参
加

一

COCOMリ ス トか

らの電卓の除外要
望

一 「

英文 カタ ログ作成

「 、-
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年度 生 産 ・技 術 、 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

43 電卓の輸出協定

米国輸入課徴金の
影響

44 標準化の推進 需要予測の見直 し 電卓,複 写機の販 輸出目標の作成 電気用品取締法改 資本の自由化対策

売及び将来の合弁 正に伴 う対策

複写機部品用語の 第9回 工業展の開 事業 につい て 北米市場調査の実

統 一 催 施

謄写機,加 算機の 総 合 カタ ロ グ作成 事務機器展示会の
モータの共同発注 参加
の検討
.

英文 カタログ作成

英国の10進 法移

行に伴 う金銭登録
機の対策

45 電気用品取締法技 需要予測の実施 流通形態調査実施 輸出目標の作成 商法改正の要望 資本の自由化対策

術基準の問題点検
討 電卓 と加算機の需 ア フ タ ー サ ー ビ ス 豪州市場調査実施 経営者懇談会の開

要動向調査の実施 の問題点の検討 催"

標準化の推進 北米市場調査実施

第10回 工業 展 を開

催 事務機器展示会の
参加

タ イプ ライタ再輸

出部品の免税手続
に つい て

海外 における電卓
,

の販売調査
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年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

46 標準化の推進 需要予測の実施 電卓国内流通対策 輸出目標の作成 中小企業事務合理
化のための近代設

工業会規格の制定 事務用機械の普及 サー ビス技能 者認 電卓 のモデルチ ェ 備資金制度の対象
状況調査の実施協 定制度の検討 ンジ規制の実施 業種指定要望

事務用機械の名称 カ
に関する用語見直 英文 カ タログ作成

し 金銭登録 機,チ ェ

電卓LSI問 題 ッカ ー制度 の検討 欧州市場調査実施

加算機技能検定へ
の協力

47 電卓用表示管の確 需要予測の実施 複写 機販売 サー ビ 米国における電卓 経営者懇談会の開
保要望 スの実態調査実施 の動向調査実施 催

事務機械の普及状
標準化の推進 況調査の実施協力 輸出見通し作成へ

協力
工業会規格の制定 加算機技能検定へ

の協力 電 卓モデ ルチ ェン

JISの 見 直 し ジ規制の実施

オ フ セ ッ ト,謄 写

電気用品取締法技 機の社 内印刷設備 欧州市場調査実施
術基準の問題点検 の状況

討

電卓 の部 品テス ト

方法

電卓のキ ーシ ンポ
ル標準化

48 標準化の推進 需要予測の実施 複写機の環境衛生 米国市場調査実施 石油問題の検討
に関する調査の実

電卓品質認定制度 電卓の利用目的実 施 電卓に関する貿易

発足 態調査の実施 障害調査
金銭登録機の取扱

減数 カウンタ ーの シ ュ レ ッ ダ の 利 用 いに関する実態調

共同開発 普及状況調査の実 査
施



ー

N
㎝
ー

1

年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

49 減 数 カウ ンターの 需要予測の実施 流通業界の統一伝 商品別貿易会議の 著作権法の研究
共同開発 票 作成につ いて 開催

シ ュ レ ソダ の 利 用

標準化の推進 普及調査の取 りま 電卓品質認定制度
とめ の海外PR

POSタ グカード標準

化

工業会規格の制定

JIS見 直 し

電気用品取締法技

術基準の問題点検
討

絵文字規格の制定

データ処 理機 械用

語の取扱い方法

50 POS識 別標準化事 需要予測の見直し 電卓品質認定制度 物品 税ii果税反対の 事務の合理化,省
業実施 の海外PR 要望 力化 モデルシステ

電卓教室の実施 ムの作成

工業会規格の制定 欧州市場調査実施 著作権法の研究
教科書改訂問題の

＼

JIS見 直 し 検討 電気用品取締法指

定品目の政策検討
通常の使用状態の
見直し

事務機械に使用 す
る保護装置に関す
る ア ン ケ ー トの 取

りま とめ

絶縁物の温度上限
値の調査
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年度 生 産 ・技 術 需 要 流 通 輸出入(海外問題) 投 資 法 制 ・税 制 経 営

51 事務機械産業の長 需要予測の実施 欧州市場調査実施 著作権法の研究 事務の合理化,省
期 ビジ ョンの検討 ン 力化 モデル システ

関数電卓の利用実 米連邦通信委員会 電気用品取締法改 ムの作成

JIS見 直 し 態 と需要動向に関 (FCC)規 則 につい 正の対策

する調査の実施 て対策検討
工業会規格の制定

Gマ ー ク選定基準

の見直し

POSWPCの 技

術的検討

52 事務機械産業の ビ 需要予測 の見直し 東南 アジア市場調 投資促進税制の概 円高問題
ジ ョ ン検 討 査実施 要

工業高校の電卓検

和 文 タイプ ライタ 定制度の検討 北米市場調査実施 機電法への業界の

電子化開発に関す 意見検討

る調査実施 電卓品質認定制度
の海外PR 電気用品取締法改

工業会規格の制定 正の対策

輸 出見直しの作成
品質認定制度の推
進

中古機 と電気用品
取締法の関係



3.情 報 お よび情報流 通関係 の調査

3.1政 策 課 題 別必 要 情 報

事務機 械産 業 はこれ までに も述 べ られているよ うに,他 の産業 とは その歴 史,背 景に大 きな相違

が見 られ る。急速 な電子 化 と情報化社会の発達 は,事 務機 械産業 の急激な発 展を もた らしたが,そ

れだけ に現 在 で も多 くの分野 で未 成熟 な面が あ り,情 報関係 を とって も多 分に破行的 なところが あ

る。

この業界 の今 日までの特性 として,急 激に拡大 した需要(国 内 ・輸 出の双方 とも)と,世 界 市場

におけ るシ ェアの確保 があげ られ るが,業 界 としてのil青報 もこの面 に力点 が直れ てお り,こ こに挙

げ たもの も当産 業の 政策 的な背景 か ら必 然的な情 報 として考 えられるべ きものがあ る。

ここでは政策課 題 として,需 要問題 と世 界 の需給 を挙 げ たが,こ れに関連 する もの としては主要

機種別 に当 工業 会が独 自に行 っている需要予測 が挙げ られ る。

また その背景 とな る各情報 について も,表 一7に 示 しておいた。

表 一7政 策課題別必要情報一覧

政策課題 縫 必 要 情 報 情 報 源 情 報
サイクル

デーダ

重要 度

需 要 問 題 隔年 需要予 測

・生 産,出 荷,在 庫 デ ー タ 機械統計月報(年 報) 月 A

・輸 出 入 デ ー タ 日本貿易月表 月 A

・国 民総 生産 データ 国民所得統計 年 A

・主要経済指標 産業構造の長期 ビジョ A

ン他
・事業所数 事業所統計 年 A

世界の需給 各国別

・生 産 デ ー タ A

・輸 出 入 デ ー タ A

・政 治動向 A

・経済動向 A

・国民総生産デ ータ A

－27一



3.2国 内事 務機 械 関係 情 報(一 般 経 済 関 係 を 除 く)

事務機械産業は,あ る意 味で組立 産業で あ り,関 連 す る産業 は極 めて広範囲 にわ た ってい る こと

が大 きな特長 とい える。

したが って国内のみ をとってみ ても,関 係す る情報 はあ らゆ る産業分野 か ら,多 種多様 な情報 を

収集す る ことに ょ って,事 務機械 産業 のあ り方,方 向づ けがは じめ て可能 とな るとい う一面 を もっ

ている。

き らに事務 機械 その もの につ いてみ て も,機 器 その もの(ハ ー ドウ ェア)の 面か らの情報 と,機

器 を とりま く各種 要件,利 用 方法等(ソ フ トウ ェア)の 面か らの情報が考 え られ る。 事務機鍼は そ

の利用 に よって企 業の 経営 合理化 を進め る とい う目的 を持 つもので あ り,ハ ー ドウェア面のみの情

報 では,有 効 な利用に結びつかない恐れがあ ると同時 に,逆 に ソフ トウェア面のみの情報 では,新

製 品の開発に結 びつかない恐れ が出 て くる。

この よ うに事務 機械関 係の情報は,極 めて複雑多岐 であ るの で,情 報 の分類につい てもその 目的

に よ り異 なるもの とな って くる。 したが って,こ こで は事務機械産業にかかわ る主 要 な情報 を
,ハ

ー ドウ ェア,ソ フ トウェア,関 連 産業 ・海外 等の3つ に 大別 して,資 料名,編 著者,発 行所,発 行

時期,内 容にわけて整理 してみ た。

表 一8主 な 情 報

分 内 容

類
資 料 名 著 者 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解説統計

事務機{戒性能事典 中部事務機滅化協会 同 左 昭和
48年 一

○

電子工業年鑑 通商産業省 電 波 新 聞 社 年刊 ○ ○

電子部 品 ・計測器 ガイ ドブ ック オ ー ム社 同 左 53 ○

ノ、 文具紙製品事務機年鑑 オ フ ィ ス マ ガ ジ ン 社 〃 年刊 ○ ○

|
全国事務機産業名鑑 ビジネス通信社 〃 〃 ○

ド

ビ ジ ネ ス マ シ ン イ ヤ ー ブ ッ ク 〃 〃 〃 ○ ○

事務機器 ハ ン ドブック 事務機器新聞社 〃 〃 ○ ○
ウ

事務用機器色彩調査 日本経営協会 〃 42 ○

工

ア

計算会計機械の利用実態 と分類に
関する調査研究

〃 〃 51 ○

事務の省力化モデルシステム研究
委員会報告

日本事務機械工業会 〃 〃 ○

金銭登録機の取扱いに関する実態
調査

〃 〃 49 ○

関数電卓の利用実態と需要動向調査 〃 〃 52 ○

ア ンケー ト方式 に よ る シュレッダー 市 場

調 査i
〃 〃 50 ○
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分 内 容
資 料 名 著 者 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解 統

類 説 計

電子式卓上計算機お よび加算機の 日本事務機械工業会 電 波 新 聞 社 46 ○
国内需要調査

事務用機械の需要予測 〃 〃 隔年刊 ○ ○

和文タイプライタ電子化開発に関
する調査研究

〃 〃 53 ○

事務機 の ビジョン 〃 〃 5〕,田 ○

外国事務用機鍼に関する性能解析
報告

〃 〃 37 ○

ノ、

複写機の使用条件並びに品質 に関
する調査

〃 〃 53 ○

金銭登録機の使用条件並びに品質
に関する調査

〃 〃 51 ○

電子式卓上計算機の解析 日本電子工業振興協会 〃 44 ○

1

中小企業の事務機械化に関 する調
査

日本機械工業連合会 〃 38 ○

電子機器部品市場要覧 電気機器市場調査会 科 学 新 聞 社 年 刊 ○

ド
コ ピ ー マ シ ン 事務機器新聞社 同 左 月 刊 ○

マ イ ク ロ 写 真 日本 マイク ロ写 真協 会 〃 〃 ○

ウ
電 子式 卓上 計算機 に関する テクノ
ロジァセ スメン ト報告 工業技術院 同 左 48

、

○

電卓産業に関する実態調査 大阪通産局商工部 〃 49 ○

欧州の安全規格 と規制 電 波 新 聞 社 〃 52 ○

工

1.SI 三 戸左 内 ・青木良正 日刊工業新聞社 〃 ○

最新電子部 品ハ ン ドブ ック 電 波 新 聞 社' 同 左 53・ ○

ア
マ イ コ ン 〃 〃 月 刊 ○

ビジネス マ シンシ リーズ 複 写,謄 写 中島朋夫 白 桃 書 房 34 ○

ビジネス マシンシリーズ 計 算 〃 〃 35 ○

液 晶電 子 デ ィス プレーデータ集 半導体研究振興会
日本工業経済連盟
㈱工業調査会 49-51 ○

新電子材料に関する調査研究報告 日本電子工業振興協会 同 左 52 ○
±

ミニコンピュータに関 す る調査報告 〃 〃 〃 ○
●

マイクロコンピュータに関する調査報 告 〃 〃 〃 ○

オフィスコンピゴ タに関する調査報告 〃 〃 〃 ○

周辺端末系 の インテ リジ ェンス化'
に つ いて考 える

〃 〃 〃 ○
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内 容
分 資 料 名 著 名 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解 総
類 説 計

、

|ノ

50年 代における電子計算機関連
産業の予測展望調査報告

日本電子工業振興協会 同 左 ,51 ○

ド 日本事務機械工業会規格(JBMS) 日本事務機械工業会 〃 47～ ○

ウ
軽機 械セ ンター情報 〃 〃 不定期 ○ ○

工

ア 事務機械(会 報) 〃 〃 隔月刊 ○ ○

オフィスコンピュータ導 入 か ら活 用 ま で 電 波 新 聞 社 同 左 53 ○

事務 機械化 プロセス調査 毎 日 新 聞 社 〃 35.39 ○

学校の事務機調査 〃 〃 43 ○

病院の事務機調査 〃 〃 42 ○

事務器の実態調査 朝 日 新 聞 社 〃 38 ○

'ノ

主要企業にお ける事務機械の使用
状況

国産品普及向上本部 〃 40 ○

電卓の利用実態調査 瞥醗 鰭 套 〃 49 ○

経営研究年報(事 務機) 日 本 経 営 協 会 〃 51 ○

フ
情 報 産 業 島 矢 志 郎 日本経済新聞社 45 ○

情報産業の将来
日本民間放送連盟
放送研究所

現代 ジャーナリズム版 会出 44 ○

ト 情報活用 と著作権 日本 ドクメンテーション協 会 同 左 51 ○

情 報 科 学 情 報 科学 研 究 所 〃 40～ ○

商店街における事務機械化意識調査 日 本 経 営 協 会
〃 53 ○

ウ
わが国の情報産業政策の経過と今
後の計画

情報産業振興議員連盟 イフア ドパダィジング 50 ○

工

超 小型 コンピ ュータの有効 利用 に

関す る調査
日 本 経 営 協 会 同 左 52 ○

経営機械化 シ ンポジ ュウム 全国IBM協 議会 〃 年 刊 ○

事務機械業界 安 部 健 吾 教 育 社 52 ○

ア

事務機器の未来像 を探る 日 本 経 営 協 会 同 左 52 ○

わが国経営における事務機械化の
現状 と展望

〃 〃 46～52 ○

近代経営における事務の合理化 通商産業省 ・企業局 〃 41 ○

銀行事務の機械化実例 集 二木友百 ・石崎純夫 近 代セ ールス社 44 ○

事務機器購入実態調査 日 本 リサ ー チ セ ンタ 同 左 47 ○ ○

電卓 を10倍 に使 う法 水 町 浩 日本経営出版会 51 ○

関数電卓入門 と活用 吉村勝夫 ・末 次信義 〃 52 ○

電 卓 に強 くな る 気 賀 康 夫 講 談 社 52 ○
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分
内 容

資 料 名 著 名 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解 統
類 説 計

マイクロ フィルムの証拠能 力およ

び証拠 力 について
秋 山 茂

国際 マイクロフ
ォ ト研究 所 44 ○

マ イク ロ写 真情 報 日本 マイク ロ写 真協 会 同 左 38一 ○

ビジ ネ ス マ シ ンダ イ ジ ェス ト 日 本 経 営 協 会 〃 年 刊 ○ ○

ノ

流通 システ ム情報 ガイ ドブ ック 流通 システム開発セ ンタ 〃 53 b

フ
POSシ ス テ ム と は

φ

〃 〃 〃 ○

POSシ ステムの設計 と運用実践資料集
〃 〃 52 ○

ト
計算機械の基礎理論 機械工業振興協会 〃

'35
○

計算機械の機械工業への応用 〃 〃 〃 ○

計算機械と制御工学 〃 'ノ 〃 ○

ウ

事務機械化時代 前 川 良 博 ダ イ ア モ ン ド社 32 ○

事務用 計算機 のプ ロ グラ ミンゲ
マツケラ ツ ワイス'リー

高 橋 茂 訳
光 琳 書 院 36 ○

工 ■

事 務 ガイ ドブック 川 口 輝 武 ダ イ アモ ン ド社 34 ○

経営事務改善技法 磯 部 慶久爾 中 央 経 済 社 47 ○
i

ア

日本事務機械化史 米 花 稔 日本経営出版会 52 ○

電子計算機による技術計算法の
理論的研究

日本機械工業連合会 同 左 38 ○

一

省 力 産 業 玉 尾 豊 光 東 洋 経 済 社 45 ○

世界の企業の経営分析 通商産業省産業政策局 同 左 年度刊 ○ ○

関
アメリカ貿易通商政策の展開 と
その問題分析

日本機械輸出組 合 〃 52 ○

連 米国特恵の影響調査
〃 〃 53 ○

共産圏の貿易構造 アジア経済研究所 アジア経済 出版会 43 ○

業

界

米国市場 におけるわが国軽工業品
の競合状況

日本貿易振興会 同 左 52 ○

開発途上国の輸入制限の実態 〃 〃 53 ○
.

英国および西独における電子部品市場 〃 〃 〃 ○

海
米国における電子部品市場 〃 〃 〃 ○

外 世界企業情報 ダ イアモ ンド社 〃 46～ ○

等 東西間の諸問題 (社)ソ連東欧貿易会 〃 53 ○

商品の原産国表示の実務 利 部 脩 二 商事法務研究会 49 ○
.

機械工業流通形態調査(事務機編) 日本機械工業連合会 同 左 46 ○ ○

商品別流通構造調査(事 務機編) 流通経済研究所
〃 ∀

,r

53 ○ ○
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分 内 容

類
.

資 料 名 著 者 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解
説
統計

アメリカのコンピュータ周辺機器産業
A,wA

機械振興協会怪漢研究所 同 左 47 ○

世界の機械貿易 〃 〃 48～52 ○

世界の機械工業(業 種編) 〃 〃 年 刊 ○

日本の電子計算機 日本電子工業振興協会 〃 53 ○

コ ン ピ ュ ー タ 白 書 日本情報処理開発協会 〃 年 刊 ○

精密機械業界 佐藤昌 之・森 幸雄 教 育 社 50 ○

関 産業構造の長期 ビジ ョン 通 商 産 業 省 同 左 50～51 ○

昭和50年 代の機械工業 〃 〃 51 ○

連
産業機械要覧 機 械 情 報 産 業 局 〃 53 ○

主要産業の設備投資計画 産 業 政 策 局 〃 年度刊 ○ ○

主要産業の立地因子調査報告 日本 工業立 地セ ンタ ー 〃 52 ○
業
事務機械市場調査 イタ リア 日 本 貿 易 振 興 会 〃 39 ○

〃 オース トラリア 〃 〃 40 ○

界 〃 カ ナ ダ 〃 〃 38 ○
"

ユーコ,チ ェコ
〃

(複 写 機)ポ ーランド
〃 〃 45 ○

・ 〃 英 国 〃 〃 40 ○

〃(電 卓)英 国 〃 〃 44 ○

海
"米 国 〃 〃 44 ○

〃 オーストラリア 〃 〃 46 ○

外

〃 中 南米 日本機 械輸出組 合 〃 42 ○

豪州,東 南アジア 〃 〃 41 ○

英国の電卓市場調査 〃 〃 53 ○

等
米国{鋼 ナる電子式卓上計算機市場調査 〃 〃 50 ○

〃 印字式電卓の販売動向調査 〃 〃 50 ○

〃 電卓 の動 向 日本事務機械工業会 〃 47 ○
、

市場調査報告 電卓 東南アジア 〃 〃 52 ○

〃 金銭登録機 欧州 〃 〃 51 ○

〃1〃 欧 州 〃 〃 47 ○

〃 複写機 北米 〃 〃 52 ○
'

〃 電 卓 欧州 〃 〃 46 ○

〃㊨POSシ ろテム 米 国 〃 〃 49 ○
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分 内'容

資 ・ 料 名 著 者 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解 統類 説 計

市場調査報告 事務用機械 北米 日本事務機械工業 会 同 左 45 ○

事務機械中南米市場調査 〃 〃 39 ○

西 独の電卓市場 〃 〃 4a50 ○

イタ リ アの 〃 〃 〃 50 ○

イ ギ リ ス の 〃 〃 〃 50 ○

海外機械統計年報 機敏振興協会経済研究所 〃 年 、 刊 ○

関 貿 易 動 向 通 商 産 業 調 査 会 〃 四半期刊 ○ ○

外国貿易概 況 日 本 関 税 協 会 〃 月 刊 ○ ○

連
機械輸出25年 統計報 日本機械輸出組合 〃 52 ○

1975年 の世界主要機械輸入統計 ノノ 〃
.53. 、

○

25年 の 記 録 ノノ 〃 52 ○

業
機 械&輸 送 〃 〃 月 刊 ○

機 械 輸 出 〃 〃 〃 ○

界 機械輸出(軽 機械部会情報) 〃 〃 〃 ○ ○
介

流 通 とシス テム 流通システム開発センター 〃 〃 ○

■ ヨーロ ッパ電子 情報 日本電子機械工業会 〃 〃 ○

電子工業月報 日本電子工業振興協会 〃 〃 ○

海 海外 市場 日本貿易振興会 〃 〃 ○

JETRO機 械 ニ ュ ー ス 〃 〃 〃 ○

外
通 商 公 報 〃 〃 日 刊 ○

通 産 省 公 報 通商産業調査会 〃 〃 ○

日 機 連 週 報 日本機械工業連合会 〃 週 刊 ○

等
プ ラスチ ック年鑑 工 業 調 査 会 〃 年 刊 ○ ○

資源エ ネルギー年鑑 資源エ ネルギー庁 通産資料調査会 〃 ○ ○

感光紙のあゆみ 日本感光紙工業会 同 左 53 ○

JETRO20年 の 歩み 日本貿易振興会 〃 48 ○

通信工業20年,30年 通信機{戒工業会 〃 43.53 ○

・1985年 の世界貿易 世界経済研究協会 至 誠 堂 47 ○

生 産財購入 プロセス調査 ・ 日本経済新聞社 同 左 51 ○
・

現行輸入制度一覧 通商産業調査会 〃 年 刊 ○

ミノルタカ1メラ45年 ミノ ル タ カ メ ラ 〃 48 ○
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分 内 容

類
資 料 名 著 者 ・ 編 者 発 行 所 発 行 解

説
統計

カシオ15年 史 カシオ計 算機 同 左 47 ○

関 ・

連 東芝百年史 東京芝浦電気 〃 52 ○

業
界 ブラザーの歩 み ブラザー工業 〃 46 ○

■

海
内田洋行 とともに 内 田 洋 行 〃 44 ○

外 貿易年鑑 日本関税協会 〃 年 刊 ○ ○
等

海外市場白書 日本貿易振興会 〃 〃 ○ ○

事務機械産業関係主要団体

団 体 名 住 所 電 話

(社)日 本経営協会 151東 京 都渋谷 区 千駄 ケ谷4-1-13生 協 ビル 03-403-1331

(社)日 本 マイクロ写真協会 101〃 千 代田区神田鍛 治町3-5工 藤iビル 03-256-6984

日本感光紙工業会 110〃 台 東 区 東4-29-5さ たけ ビ ル 03-832-4958

(社)日 本電子機械工業会 100〃 千 代田 区丸の内3-2-2東 商 ビル 03-211-2765

(社)日本電子工業振興協会 105〃 港 区芝公 園3-5-8機 械振興会館 03-434-8211

通信機械工業会 100〃 千 代田区大手町1-7-2サ ンケイビル別館 03-231-3156

日本機械輸出組合 105〃 港 区芝公 園3-5-8機 械振興会館 03-431-6801

昧 籠 麟
連合会 105〃 港 区芝西久保桜 川町10オ カモトKK 03-591-2231

(社)中部事務機械化協会 450名 古 屋市中村 区泥江町1-24中 経 ビル 052-561-5211

関西事務機械産業協会 550大 阪 市西区阿波座中通 り2-17新 興 ビル 06-538-0763

(社)日本能率協会 105東 京 都 港区 芝公 園3-1-22協 立 ビル 03-434-6211

側)流 通瀧 ≠.タ ー 141〃 品 川 区 西 五 反 田7-22-17TOCビ ル 03-494-4076

(社)日本機械工業連合会 105.'〃 港 区 芝 公 園3-5-8機 械 振 興 会 館 03-434-5381

日本乾電池工業会 105〃 港 区芝愛宕町1-3第9森 ビル 03-436-2471

超LSI技 術研究組合 213川 崎市 高津 区宮 崎4-1-1 044-855-7222

日本貿易振興会 107東 京 都港区虎 ノ門2-2-5 03-582-5511

この他,地 域 別に流通関係の団体 があ る。
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3.3海 外事務機 械産業情報

事務機械産業 は,世 界市場 におい てわが国の寡 占化にあ り,ま た海 外にお ける事務 機械生 産国が

限 られ てい る一ヒに,事 務機 械を多 量に利用 する先進国 も現状 では限 られてお り,海 外か らの情報 の

収 集に っい ては,国 内の情報 ほど広範囲 に行 う必要 はない。

ここでは 最初に主要国の事務機械産業関連団体 を,次 に同 じく主要国の事務機械産業関連刊 行物

を列挙 した。

なお たび たび述 べ るが,事 務機 械産業 はわが国の みな らず,世 界 各国 ことに先進国において その

浮沈が激 しく,団 体 等に しても業界 として,も しくは機種 ご との ま とま りとい う面 で必 ず しも体系

的,あ るいは 一貫性 のあ る形 で団体 が組織 され ているとは限 らな いことを注 記 してお く。

(1)ElectronicIndustriesAss.(電 子 工 業 会EIA)

所 在 地EyeStreet,N.W.

電 話(202)457-4900

会 長V.J.Adduci

会 員225～250社

職 員70人

100万 ドル 以 上年 間 予 算

沿 革

Washington,D.C.20006

EIAは 米 国の電子 メーカーが加盟 している唯 一の全国 的な業界団体 である。 もともとは

1924年lcラ ジオメ ーカ ー工業 会 として設立 され たが,1950年 には ラジオ,テ レビメー カー工

業 会とな った。1953年 か らは ラジオ ・エ レク トロニクス ・テ レビ工業 会 とな り,1957年8月

5日 に現在のEIAと な った。当会には以前の磁気録 音 工業会が含まれてお り,1957年 に は電

子 メー カー工業 会 も吸収 合弁 した。現在は 日本をは じめとしてす べての主要生産国 に関連組織 を

も ってい る。

組 織

会員 とな る資格 は合衆 国で電子 製品 を生産 し てい ることが条件,メ ーカー以外の特 定会社 の場

合は参与 会員 として認 め ることがある。EIAの 政策 は理事 会で決定 され るが,理 事 は各部 会で

選出す る。事業活動等 は製品 別に分れ た10部 会で行 う。各部会は次の通 り。 オーデ ィオ,ビ デ

オ及 び計算機(以 上が コ ンシ ューマー用電子 グループ),政 府,通 信,産 業用 電子,パ ーツ,ソ

リッ ドステー ト製品,真 空管,デ ィス トリビュー タ製 品。EIAで は販売統計及 び その他の 資料,

技 術基準,法 律情報 及びPR等 の業 務を行 う。業界全体 の ために行 う事業 活動 は基礎 活動 と呼ば

れてお り,理 事会の決定 によ って行 われ る。
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出 版 物.',

・ExecutiveReporttotheEleetronicsIndustries

.EngineeringReport

・ElectronicMarketTrends ,'

・IndexofEIA'andJEDECStanda'rdSandEnqineeringPublications,

・ElectronicMarketDataBook

・TradeDirectory

・SourceandDataCode

・.PublicationsIndex .

・President,sReport

'
.・Numerousspecial.bul .letinsl「 ・….t'

`.
(2)℃omputerandBussinessEquipnlentMapufacturers'Ass.

(コ ン ピ ュ ー タ事 務 機 械 工 業 会CBEMA.)

所 在,地

電 話

会 、 長

専 務 理 事

会 員

職 員

年 間 予 算

沿 革

1828LStreet,N.W.Washington,D.・C.20036

(202)466-2288.・

VicoE.Henriques'.

Timothy.G.Dρnovan

40～45社

20～25人 、.: ..

100万 ド ル 以 上

1916年 にOfficeEquipmentManufacturesInstituteと し て設立 され,1961年 に

BusinessEquipmentManufacturersAssociation(BEMA)と な った。 現在の 名称 にな

ったのは1973年 であ る。 ・ ㍉'

組 織'・ 』 ‥'

会員 は事務機 械,デ ータプロセス機 械及 び関連 消耗品 と製品 を生産 している・大 小の メーカー。

工業 会の政策決 定 には全会員平等の発 言権がある。.'、

政策 と方針 は役員 会で決定 し,計 画 政策委 員会で は工業会の活動,予 算及び見解 につい て具体

的 な勧告 を行 う。 ・

CBEMA事 務 局はCBEMAの 状 況を把握 し,・これ を政府,業 界及 び世間 に知 らせbそ れぞれの

案 件に つい て下 した判断の根拠を提供 す る。 事務局 のス タ ッフは このほか調 査活動,・技術 研究,

PR活 動並 びに管 理 も行 う。
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J

CBEMAは い ろいろな事業活動 を行 うが,こ れには 輸出入の見通 し作業 ,政 府 の調達政策,国

内及び国際的 な任意 の基準,業 界の販売統 計,業 界間連絡,所 有権な どの策 定がある。

当工業 会の活動 は発案主義に もとつ いて行 われ,多 くの事業 は関心 のあるメ ンバー同士が委員

会や作業部及 び諮 門委 員会 を作 ってここで案 を練 って行 われる。 これ らの委員会が 工業 会創立の

もととな ってお り,こ こで意志の統一や情報 交換,標 準仕様の作成及び業界 間の連絡等 を行 う
。

出 版 物

ニ ュース レター(業 界 ニ ュース),TheCBEMAComment

補 足

当工業会 の外 国貿易委員会 は,関 税,製 品分類,査 定,技 術 の紹介,国 際貿 易規制,多 角貿易交

渉 の各分野 で活動 を行 って いる。

政府の調達政策及 び手続に関す るCBEMAの 諮 問委員 会では連 邦政府,州 政府及 び地方 自治体 に

よる施策 に つい てもこれが販売活動 に影響 を与 え るか らこれを討議諮 問する。 当工業 会 はGeneral

ServicesAdministration(GSA)と 密 接に連絡 をと り合 って,調 達技術,製 品分類,規 格,

調達 政策及び手続 に付属す る規則の改訂案の分 析を行 う。

CBEMAの 統 計作成の歴史 は工業 会自体の歴 史 と並行 している。1919年 に出 したCo皿tyBuy-

ingIndexは 販 売情報の収 集を試み た業界最初 の ものであ った。 以来1946年 ま では 当工業 会の

MarketResearchCounci1を 通 じてしか良 い統 計資料 は入 手で きなか った。現 在 で も,業界販売

統計委 員会 で信頼 の おける資料 の収 集が 引 き続 き行 われ ている。同委員 会によ るデータ収 集は きわ

め て明確 か っ厳 しいルールに もとついて行 われ,個 々の会社の秘密 は もれないよ うに な っている。

PrivacyandSecurityは 国 際面,連 邦政府 レベ ルでの法律及 び規 制案 な らびに州 レベルでの

法案 の三 方向 か ら検討 す る。 この委員会 は案件 を客観的 に観察 し,こ れが業界の資料 とな り会員会

社の情報 源 とな る。 集ま った情報 は印刷 され る。

所有権 委員 会は次の二つの部門を扱 うb－ つはコ ンピュータの ソフ トウ ェアに適 用 され る法的保

護 の定義 であ り,他 の一つは ノウハ ウに関す る政府調達 規則で ある。

一方
,規 格 につい てはいまや国家 単位か ら国際的 に とりあげ る問題 とな ってい るか ら,当 工業会

の果す役割が大 き くな ってお り,現 在 ではANSI規 格 委員会X3とX4の 事 務 局を務 めてい るば か

りでな く,国 家規格局,UL,全 米 試験材協 会,全 米 火災保護 協会及び電子 工業 会(EIA)の 各 機

関 と も直接に相互 作用 している。 このほか,メ ーカ ー技術諮問委員 会 とシ ンボル技術諮問委員会 と

い う二つの ユーザー諮 問委員 会が あ るが,一 つは環境及び安全 性に関す るものであ り,他 の一つは

エネルギーに関す る もので ある
。

1967年 に出 され た最初のFCC(連 邦 通信委員 会)コ ンピュータ調査の 原案 は当工業 会所轄 の

多 くの市場 に重大 な影響 を及 ぼすば か りでな く,業 界 自体 にと っても由 々しい問題 をは らんでい た。

通信委員 会は この調査期 間中 に これか ら業界 を守 る運動か ら発 展 した もの であ り,以 来FCCや そ

一38一



の他の政 府関係機関 と継続 的 に対話が続 け られ ている。通信 に関 して当工業 会が行 っている ことは

主 として次の三つであ る。① 会員会社 とその得意先の データプロセス機 器 とをつないで使 用 され てい

る民間通信が今 後 も引き続 き行 えるよ うにすること。② データプ ロセス サー ビス と通信 サー ビス を

区分す る こと。③ 規制規則 を策定 してデータター ミナル機器 とより高度な デー タ伝送 サー ビスの不

利 な補助金 を防止す る こと。

CBEMA内 の活動範囲 は広 く急速 に発展伸長 している業界 の多様 な ニー ズに対応 し,か つ 個々の

企業 よ りもはるかに効率 的tCこ れ を処理 で きる。 当工業 会は60年 余lc亘 って米国 で最 も成長率 の

高い産業 を統轄 し その発展に参画 して きた。

当工業会 はデ ータプロセス或 いは事務機械及び関連製 品の メー カーであればだれで も入会で きる。

会費は関係商品の年 間総 売 上高の割合 で決 められ る。理事会では予 算 とに らみ合わせ て会費 の率 を

設定 して上限 と下限 を きめる。

(3)NationalOfficeProductAss.

所 在 地

電 話

専 務 理 事

会 員

職 員

年 間 予 算

沿 革

(全 国 事 務 製 品 協 会NOPA)

301NorthFairfaxStreet,Alexandria,VA;22314

(703)549-9040

WilliamW.Goss

6,000

20～25人

100万 ド ル以 」二

全国事務製 品協 会 は,事 務 所で使用 され る必需 品,家 具,機 器 及び機 械 を生 産,供 給あるいは,

販売する企業 の任意 団体 として1904年 に 設立 され た。1967年 ま では,全 国事務機 械協会 とし

て知 られ ていた。以前 事務 整備品部門は,全 国事務備品協会 であ った。

現在,協 会は6,000の 会 員 を有 し,事 務製品の全 ゆる製 品を一緒 に取扱 う取引団体 として唯 一

の ものである。

組 織

NOPAの 主 な目的 は,事 務製 品を扱 う個 々の 会員が 一人ではやれな い サー ビスと事業を供 給す

る ことであ る。事務製 品産業 は,主 に小規摸な小売業 者,製 造 業 者か ら成 ってい るが,NOPAの

会員は い くつかの タイプに分 け られる。

小売業 者会員 には,定 置,事 業所備品,事 務 所用家 具,機 器及 び関連 機器 を小売 りして いる者

が会員 になれ る。

製造業 者会員 には,こ れ らの製品 の生 産に従 事 してい る者が会員 になれ る。

卸 売業 者会員 には,定 置,事 務所備 品,事 務 所用家具,機 械及 び関連 機 器 を 自分の勘定 で 買
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い入れ,製 品を在庫 し,製 品の販売促進 を行 い,小 売業者 にサー ビスを行い そして小売業者 に対

して,小 売 りと仕入れ計画につ いて忠告 を与 える企業が会員 に成 り得 る。

販売及 びマーケテ ィング会員 には, 、1会 員 メーカー,卸 売業者 の販売代理店 あ るいは1以 上の

会員の製 品を取扱 い,再 販 の目的で小売店に販売 している1メ ーカー会員の代理店 であれ ば会員

になれ る。

他の会員は次の通 り,① 連合会員 には会員 の従業員の ために支店会社 あるいは エージェン トで

あれば会員に なれ る。、② 非居 住者会員に は,定 置,事 務所備品,事 務所用家具機器及 び関連品 目

の メーカー,小 売業者及び卸 売業者 であって,こ の場合主要 取引の主な場所 は米 国以外 であ る。

③ 名誉会員}「は協会に対 して顕著 なサ ービスを提供 した個人が なれ る。④ 名誉退職会員には,

NOPA会 員 会社に対 して行 っていた活;Et(参 加 か ら退職 した個人が なれ る。

全国事務製品協会は,産 業 の販売網の強化,小 売業者の地位 と取引 の強 化及び事務製品産業の

維持及 び促進に努力 してい る。

プ ログラム(計 画)

・製 品知 識 と販売訓練計画

・貨物 輸送 カ ウンセ リング

・グルー プ保険計画:生 命 ,医 療,取 引,事 故,不 具,労 働者の補償金及 び歯科

・保険 カウンセ リング

・奨学資金計画

・NOPA宣 伝

・市場調査

・会議 ,年 次総 会,研 究 集会

・政府関係委員 会

・出版物

出 版 物

NOPA産 業報 告;隔 週発 行の8頁 の ニ ューズレター

事務製品産業についての特別報告 書;1つ の 問題 につ いて突 っ込ん だ研究報 告で年 に5回 発行

NOPA会 員 リス ト及 びバイヤー ズガイ ド;年1度 出版

NOPA事 業 報告;会 員の年次報 告の比較,年 に1度 発行

NOPA補 償 金報告;セ ールス マン及 び装飾家/デ ザイナーに対す る補償金 実績報 告,・

行政警告;政 治 的問題 に関す る定期的刊行物

市場調査:

1)「 事 務製品市場報告書 」

2)「 地 方の事務製品 に対す る購入パ ターン 」
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NOPA在 庫 計画ハ ン ドブッ ク;「 年次総 会報 告 書」NOPAの 年 次総 会計画

経 営 促 進;

1)「NOPA専 門 的販売技術 コース 」ワー クブック,カ セ ッ ト付

2)「 店 内販売技術 コース 」小 冊子,カ セ ッ ト付

3)「 電 話販売 」ワークブ ック,カ セ ット付

4)「 事 務所備品 と販売 コース 」ワークブ ック,カ セ ッ ト付

5)個 人 訓練 ハン ドブ ック

6)従 業 員確保の仕方 につい てのハ ン ドブック

'

7)人 物 選定:A案 内

製造業者 の代表者名 簿;ダ イレク トメールラベル(14,500社 の事務製品小売業者ICRDA)

(4)IndependentCashRegisterDealersAss.(全 米 金銭 登録機デ ィーラー協 会)

所 在 地701EastMoreheadStreet,Charlotte,NorthCarolina28202

電 話(704)376-8516

理 事 長E.P.Burl

事 務 局 長StanleyHayman

会 員 約300社

年 間 予 算100万 ドル以上

沿 革

全米金銭登録機 デ ィーラー協 会の設立 は1945年 で ある'が,設 立 の きっかけは金銭 登録機デ ィ

ーラー35社 が 当時 の上 院小 規模 ビジネス委員 会の委員長 をしていたスパークマン上院議員 と会談

を行 って 「価格安定庁 」によ る中古金銭 登録機価格の独断的な限界価格 に異 議 を申立 てたことで

あった。 この限界価格 とい うのはデ ィーラーによ る中古金銭登 録機の販 売競 争 を防 止す る も'ので

あった。 デ ィーラー同士が組識 を組 んで集団で行動 を起す必要が起 ったのは1948年 の ことで,

本 部がオハ イオ州 のデ ィ トンに設置 され,事 務局長 としてRobertB.Whartonが 任 命 された。

ICRDAで は会員 デ ィー ラーに対 して彼 らが従来他の サ プライヤーか ら買 っていた価格 よ り'も低

い価格 で中古金銭 登録機 を売 ることがで きた。ICRDAの 資 金 は金銭 登録機の コス トに上乗 せ し

た若干のマークア ップか らも調達 された。 これによって入 ってきた収入 を'もーとに して多 くの事業

が計画実施 された。

機 構

ICRDAは 金 銭登録機 の販売,サ ー ビス或 いはメ ンテナンスを営む者 を構成 メ ンバー として組

織 され てい る。会員 の資格 としては1年 以上 の営業実績 を有す ることが条件 とされ る。入会金 と

会費は毎年徴集 される。
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事

出

補

業

・法律委員会

・メーカー とサ プライヤー間 の契約交渉の ため相談 ・助 言

・新製品委 員会

・デ ィーラー教 育/苦 情処理委 員会

'教 育ゼ
ミナー ルの開催

・販売 ,サ ービスゼ ミナールの開催

・グループ保険

・新旧部品 とICRDAで 作 った部品 を全ディー ラーのために安 く継続 的に入手で きるよ うにす

ること。

版 物

ICRDA会 員 名簿

ICRDAニ ュース

足

ICRDA設 立 当時は新 しい機械 の販売権 を手に入れることが で きなか ったので,価 格安定庁 に

よる独断的 な限界価格に よって既存の販売権がおびやか された。

この ため,集 団による組織 だ った行動 を起す必要が1948年 に 生 じた訳 であるが,デ ィーラー

は新 しいパー ツをNCRか ら購入す る権利が あるとい うことをNCRに 印 象 づけ るためにICRDA

が 正 式に設立 された(当 時 デ ィー ラーは部品調達 のためにはほかの機械 を解体 していた)。

ICRDAの 努 力によ って司法 省が仲に入 って独立 したデ ィー ラーがNCRか ら新 しい部品 を購入

で きるよ うになった。

1948～56年 頃 には外国製金銭登録機が米国市場に数種類入 って きたの で,デ ィーラーはNCR

機 の ほかに外国製品 の販売,サ ー ビス もで きるよ うになった。

1957年 に・は,ICRDA会 員 デ ィーラー数社 はニ ュージ ャージーの反 トラス ト法 の専門家 であ

るバーナー ドハ ーリングとNCRの 専 売につい て討議 した。 その結果,ワ ー トンほか対NCRの 有

名 な民事訴訟が1958年10月23日 に行 われ た。 この訴訟の結果 デ ィー ラーに多 くの恩 恵が与 え

られ たが,中 で も最 も重要なの はNCRが 下 取 りした金銭登 録機 をICRDAが 仲 に入って購入する

権利 を得 た ことである。

本部 はオハイオ州 デイ トンに置かれたが,下 取 り機が手に入 るよ うになる と,こ れは本部で買

い取 られて割 当てベースでデ ィー ラーの もとへ送 られた。ICRDAの 売 り渡 し価格 はほかのサ プ

ライヤーのそれ よ りも安 かった。 資金は製 品に上乗 せした若干の マークア ップか らもまか なわれ,

これによ って多 くの事業 が計画実施 された。

1960年 に,ICRDAは デ イ トンに修理学校 を開設 し,NCRの ほ とん どのモデルの修理 につ い

てメンバー各社に講習 した。1960～70年 に は約35万 ドルの経 費 をかけ て525人 の 訓練生 が
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講習 を受 けてお りその多 くが現在 ではICRDAの 会 員 にな ってい る。 しか し,最 近 はECRの 出

現 によって この訓練講 習会 は活動 が停止 され てい る。

1960年 代 には労働省 の協 力を得てICRDA見 習 工訓練計画が制定 され,通 信講座 によ ってデ

ィーラー教育に大 きな効果 をあげた。

会員デ ィー ラー各社 は現在適性検 査,取 扱説明書,サ ー ビスパーツ,カ タログ,り 一ス契約,

レイアウ トパ ッ ド,パ ンフ レット,IDカ ー ド,そ の他同種 の ものを数多 く配布 されてい る。

ICRDAで はNCRと 契 約 して,特 定のパ ーツを割引価格 で購入 しこれをデ ィーラーに再販 し

てい る。 これによ って会員デ ィーラーは これ まで推定30万 ドルの節約 を してお り,こ の事 業 は

今後 も継続 されて会員各社 に大 いに寄与 しよ う。

このほか,本 協 会では代替用パ ーツの関発製造 も行 ってデ ィーラーの経費節減に寄与 してい る。

た とえば,NCRの プ ラスチ ック製小箱 などは8万 ドルの経 費節減に役立 づ1ている。

ここ数 ケ年の間 にデ ィ トンの本 部は24,000ド ル 以上の費用 を費や してECRの 調 査,比 較,研

究開発事業 を行 ってい る。

デ ィー ラーによる随意 の コースでは然 るべ きマ ニュアル を使 って講習 会が開かれ,メ ーカーが

開設 したECRコ ー スに多 くの社員 を参加 させて電 子関係 の こと も教 えた。また,法 律相談員は い

ろい ろな メーカー と交 渉 してメー カーの不公正 なキ ャジセルによ って独立デ ィラーが損害 を蒙 ら

ないよ うに した。 その結果以前に はなか った恩典が一手販売契約 に盛 り込 まれ るよ うにな った。

さらに,多 数の会員 デ ィーラー は グループ保険 も利用 してお り,こ れ によゐ 節約効 果 も大 きい。

(5)NationalMicrographicsAss.

地

話

長

事

員

員

算

革

理

予

在

務

間

所

電

会

専

会

職

年

沿

(NMA)

8728ColesvilleRd.,SilverSpring,

(301)587-8444

WarrenA.Cole

O.GordonBanks

8ρ00,250小 売 業 者

16～20名

100万 ドル 以 上

MD20910

NationalMicrographicsAss.(NMA)は,ミ シ ガン州 に1940年 央 に設立 され,そ の後 着

実 に発展 し今 や8,000の 個 人会員及び250の 小 売業者 を会員 としてい る。1970年 に は自動 情

報表示協会 と合併 した。1975年 に前身の全国マイクロ フイルム協会か ら現在の名称に変 更 した。

協 会の本部 は,首 都 に近 いMarylandのSilverSpringsに 在 る。協会 は,機 器の ユーザ ー及

び製 造業 者に対す る教 育及 び情報 プログラムの スポンサー とな ってい る他 マイクロ再生 を供給 し
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て い る。

組 織

NMAは5つ の 大 き な 部 門 に 別 け られ て お り,各 々 が さ らに い くつ か に 再 分 割 さ れ て い る
。

そ れ らは 次 の 通 り。

会 員 サ ー ビ ス;会 員 の 増 進 及 び 維 持,支 部 形 成 及 び 連 絡,会 員 サ ー ビ ス の 開 発,支 部 に 対 す る

教 育 サ ー ビ ス,支 部 政 策 に つ い て の 勧 告 。

伝 達 部 門;PR,行 政 問 題,会 議 及 び 一 般 公 表,広 告 販 売,出 版 物 の 開 発 及 び 発 行 。

会 議 部 門;年 次 会 議 の 立 案 及 び 実 施,展 示 調 整 の 取 扱 い,セ ミナ ー 施 設 の 調 整,会 議 の 登 録,

会 議 政 策 に つ い て の 勧 告,役 員 会 の 手 配 。

技 術 部 門;規 格 の 開 発,工 夫 セ ン タ ー の 運 営,教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発,全 国 会 議 の プ ロ グ ラ ム 内

内 容,技 術 政 策 の 勧 告,証 明 プ ロ グ ラ ム の 開 発,出 版 物 の 技 術 的 内 容 。

事 務 所;会 計,事 務 所 の 監 督,金 融 管 理,予 算,人 事 管 理,シ ス テ ム 分 析,購 入,目 録 と発 送

取 引 政 策 に っ い て の 勧 告,出 版 物 の 発 行,会 員 の 記 録 。

プ ロ グ ラ ム

・年 次 会 議 及 び 展 示 会

・教 育 問 題 に つ い て の 年 央 会 議

・年 次 会 議 及 び 年 央 会 議 前 の ユ ー ザ ー 教 育 の セ ミナ ー

・規 格 開 発 の 活 動
,NMAは コ ン ピ ュ ー タ ー ア ウ ト プ ッ ト マ イ ク ロ フ ィ ル ム,用 語,製 図 マ イ

ク ロ フ ァ ン ミル,機 器,資 料 及 び 供 給,シ ー トマ イ ク ロ フ イ ル ム の よ う な 分 野 の 規 格 開 発 及

び 書 付 け に 直 接 関 連 し た18の 委 員 会 が あ る 。

・現 在 の 工 夫 セ ン タ ー 及 び ジ ー ト マ イ ク ロ フ イ ル ム 使 用 上 の 関 連 工 夫 道 具

・全 国35の 活 発 な 支 部 、

・出 版 計 画,参 照 文 及 び 消 費 者 シ リ ー ズ 本
,年 次 バ イ ヤ ー ガ イ ド,及 び 時 事 通 信,学 問,賞,

PR,統 計 及 び 訓 連 の よ う な 分 野 で の 特 別 計 画

出 版 物

ProceedingsoftheAnnualConferenceanannualreferencework

JournalofMicrographics,published6timesayear

MicrographicsTodey,published10timesayear

BuyerlsGuide,annuallistofmembers〔products/services

GuidetoMicrographicEquipment,publishedonceevery

thre〈}years

ReferenceSeries

ConsumerSeriesPamphlets(別 記)
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・会員 リス ト 小売業者会員 の リス ト

補 足

NMAは1943年 設 立当初か ら高度 な専門機関に成長 し,い まや8,000以 上 の個人 と250社 を

超 える会員会社に捧仕 してい る。本部は メ リー ラン ド州の シルバースプ リングに置いてい る。

本協会はいろいろな教育お よび情報 プ ログラムを行 うための施設 と財源 を有 してい る。

マイクロ写 真業界 で毎年 のパイライ トの一つ はNMAの 年 次総会 と展 覧会の開催 であるが,こ

れには毎年1万 人 を超 え る人 たちが集 って教 育ゼ ミナールで意 見の交換 と情報交換 を行 ったり,

100社 以上 か ら出品 され る最新式の機械機器や ソフ トウェアをテス ト分 析す る。

これ とは別に,毎 年秋 にはNMAの 年 央会議を開催 して教育 の場が設け られる。 ここでは会 員

各 社や業界の経験者,学 織経験 者が会員 であると非会員 であるとを問 わず,出 席者に対 して多面

的な教 育行事 を行 って啓蒙活動が行 われる。

NMAで は年次総会 と年央会議の前 日にそれ ぞれ全 日の ゼ ミナールを各種開催 してい る。 ゼ ミ

ナールの主題は マイクロ写真の基礎,コ ンピューターアウ トプッ トマイ クロフイル ム(COM)

修 正,シ ステム とデザ イン,検 査 と品質管理 などとなってい る。

NationalMicrographicsAss.(NMA)出 版 物 リス トー 覧 、

,〈 参 考 書 シ リ ー ズ 〉

・MicrographicSystems

本 書 は 現 在 の マ イ ク ロ写 真 シ ス テ ム に 関 す る 参 考 書 の 権 威 で 中 味 が 濃 く,専 門 家 用 と し て す ぐ れ

て お り,同 時 に 初 心 者 の マ イ ク ロ 写 真 入 門 書 と し て もす ぐ れ て い る。 本 書 の 内 容 は 施 設,機 械 機 器,

技 術,規 格,コ ン ポ ネ ン トの 選 び 方,シ ス テ ム諸 エ レ メ ン トの 選 択 お よ び 組 立 て,並 び に マ イ ク ロ

フ イ ル ム に よ る経 済 性 と コ ス トな どが 盛 り込 ま れ て い る。

ま た,シ ス テ ム 販 売 の 手 引 も イ ラ ス ト入 り で 詳 述 さ れ て い る。

ペ ー ジ 数 は250ペ ー ジ 以 上 、

価 格:16.50ド ル

・AMicroformHandbook

内 容 が 非 常 に教 育 的 な 本 書 は160ペ ー ジ か ら な っ て お り,ソ フ トウ ェ ア な ら び に ハ ー ド ウ ェ ア双

方 の 選 び 方,習 得 お よ び 使 用 方 法 を 内 容 とす る ハ ン ドブ ッ ク

価 格:7.00ド ル

・TheUseisGuidetoStandardMicroficheFormats

16ペ ー ジの パ ン フ レ ッ トで す べ て の マ イ ク ロ の 標 準 タ イ プ に つ い て 正 確 に 説 明 が な され て い る 。

最 新 のNMA,ANSI,DODな ら び にISO規 格 お よ び 用 語 解 を 掲 載 し て い る 。

価 格:4.00ド ル
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'ModernDraftingTechniquesforQualityMicroreproductions

イ ラ ス ト入 りの パ ン フ レ ッ ドで,マ イ ク ロ フ イ ル ム し た り,そ の 可 能 性 の あ る技 術 図 面 の 作 成 に

つ い て の 手 引 き,規 格,お よ び 基 礎 事 項 を 記 載 し て い る。

価 格:5.50ド ル

・GuidetoMicrographicEquipment(第6版)

各 種 マ イ ク ロ写 真 機 械 機 器 の 仕 様,価 格,写 真 な ど を 記 載 し た ダ ィ レ ク ト リ ー

第1巻 生 産 機 械

カ メ ラ,プ ロ セ ッ サ ー,デ ュ プ リ ケ 一 夕 ー 及 び 検 査 装 置.256ペ ー ジ,価 格:17ド ル

第2巻 ユ ー ザ ー 機 械

読 み 取 り機 械,読 取 り プ リ ン タ ー,エ ン ラ ー ジ ャ ー お よ び 自動 修 正 機 。216ペ ー ジ

価 格:12ド ル

第3巻COMレ コ ー ダ ー

80ペ ー ジ

価 格:5ド ル

上 記3巻 全 部 を ま と め て 購 入 す る 場 合 は 割 引 価 格 が 適 用 さ れ て30ド ル と な る。

ま た,既 刊 の5巻 を 一 括 購 入 す れ ば 全 部 で50ド ル と な る。

・GuidetoMicrographicEquipment ,1977Supplement

162ペ ー ジ の 追 録 版 。100種 以 上 の 新 製 品 を 紹 介 し て い る が,対 象 機 種 は 生 産 機 械,ユ ー ザ ー 及

びCOM機 器 で,1977年7月 ま で の 新 製 品 を 網 羅 し て い る 。

価 格:17ド ル

'BasicU ・S・GovernmentMicrographicStandardsandSpecifications.

(政 府 の マ イ ク ロ 規 格 と 仕 様)

全 連 邦 政 府 の 規 格 と仕 様 を 盛 り込 ん だ も の で 全 部 で23の 規 格 と 仕 様 が 記 載 さ れ て い る 。

464ペ ー ジ。5ド ル

'COManditsApPlications(COMと そ の 応 用)

JoumalofMicrographicsに 記 載 さ れ た もの でCMOに 関 す る 主 な 記 事 を 紹 介 し た も の 。

価 格:6ド ル

・TheMi6rographicIndex

マ イ ク ロ写 真 に 関 す る情 報 を 知 り た い と き は こ の イ ン デ ッ ク ス が 便 利 。 内 容 は ジ ャ ー ナ ル 記 事,

パ ンフ レ ッ ト,そ の 他 マ イ ク ロ写 真 に 関 す るす べ て の 印 刷 物 を 紹 介 。 記 事 は マ イ ク ロ写 真 ま た は ハ

ー ドコ ピ ー で 入 手 で き
,費 用 は 軽 微,収 録 さ れ て い る の は 各 品 目 の 参 考 書 目 付 き入 門 書,ジ ャ ー ナ

ル イ ン デ ッ ク ス,著 者 リ ス ト,そ の 他

価 格:18ド ル
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・MicrographicsLectureKit

銀行 業務,会 計業務,保 険 業務 で使われ てい るマイクロ写真 の基礎ユ ニ ット1台 お よび応用 機械

3台 に関す る もの。各ユ ニ.ットは次の三 つで構成 され てい る。(1)コ ンセ プ トが明 らか にされ る とこ

ろでは特定 の読取 りに関す る コンセ プ トの概要。(2)特 定 の読取 り。(3)ポ イ ン トを例解す るためのス

ライ ド。 本書には9つ の 出版物が収録 され ている。 、

価格:100ド ル

〈 オ ー デ ィ オ ヴ ィ ジ ア ル 関 係 〉

'マ イ ク ロ グ ラ フ の 手 引

カ ラ ー ス ラ イ ド:65枚

30分 カ セ ッ ト付

マ イ ク ロ フ ィ ル ム の フ ォ ー マ ッ ト,ロ ー ル マ イ ク ロ フ イ ル ム,統 一 し た マ イ ク ロ フ ォ ー ム 複 写 と

応 用 例 を 映 像 と声 で 紹 介 。

価 格:25ド ル

・2色 マ イ ク ロ フ イ ッチ/30分 カ セ ッ ト

個 々 に 見 る た め の マ イ ク ロ フ イ ル ム と カ セ ッ トの プ ロ グ ラ ム で,上 の ス ラ イ ド ・カ セ ッ ト と同 じ

テ キ ス トを 製 図 法 。 ・

価 格:25ド ル

・MicrographicTodayandTomorrow(マ イ ク ロ の現 在 と将 来)

政 府 機 関 お よ び 民 間 企 業 に お け る マ イ ク ロ写 真 の 使 用 例 を 紹 介 。 こ こ で は 記 録 の 取 扱 い と これ を

い ろ い ろ な と こ ろ に 提 供 す る と き に み られ る 諸 問 題 の 解 決 に マ イ ク ロ写 真 が い か に 役 立 つ か を 現

在 と将 来 に 焦 点 を 合 せ て 紹 介 し た もの 。 政 府,法 律 の 施 行,消 防 庁,産 業 界,製 造 業 界,教 育,金

融,医 薬,コ ン シ ュ ー マ ー 等 い ろ い ろ の 応 用 例 を 収 録 し て い る 。

価 格:50ド ル

・COMSystemsandApplications

l色 の マ イ ク ロ フ イ ル ム と30分 の カ セ ッ ト も の 。

個 人 使 用 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム と カ セ ッ ト プ ロ グ ラ ム 。 テ キ ス ト と グ ラ フ ィ ッ ク は ス ラ イ ド ・カ セ

ト プ ロ グ ラ ム と 同 じ。

価 格:25ド ル

〈 続 き物(定 期 刊 行 物)〉

・JournalofMicrographics

隔 月 発 行 の マ イ ク ロ 写 真 専 門 雑 誌 で 内 容 は 技 術 関 係 記 事,シ ス テ ム 及 び ケ ー ス ス タ デ ィ,ブ ッ ク
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レビュー,COM,科 学 通信 ,規 格 並びに マイクロ写真業界 に関係の あるその他 もろ もろの事柄 を盛

り込 んでいる。

年 間購読料 は35ド ル

●Proceedings1952～1977

NMAの 年 次総会 で提出 された論文および講演 を収録。著者(講 演者)の 略歴 も併 記。

授 け られ た賞 と総会の全行事 を収録。

・バイヤーズガ イ ド

マイクロ写真機 器,製 品,サ ー ビスのバ イヤーズ ガイ ド。 ・

NMAの 会 員 リス ト,所 在地,電 話番号 を取扱 い製品 とサー ビス別 に収録。・本 ガイ ドは既に マイ

クロ写真 を利用 してい るユーザー及 びこれか ら利用 しよ うとす る潜在ユ ーザー用に編 さん され てい

る。

●MicrographicsTodayBinder

1部1.25ド ル

〈 ユ ー ザ ー 向 け シ リ ー ズ〉

・マ イ ク ロ写 真 の 手 引

マ イ ク ロ 写 真 の 基 本 に 関 す る 図 入 りの 解 説 書32ペ ー ジ 。 内 容 は マ イ ク ロ フ ィ ル ム フ ォー マ ッ ト,

ロ ー ル マ イ ク ロ フ イ ル ム,統 一 マ イ ク ロ フ ォー ム,複 写 マ イ ク ロ フ ォ ー ム,マ イ ク ロ フ ォ ー ム,シ

ス テ ム,応 用 例,用 語 集 な ど。

価 格:2ド ル

・マ イ ク ロ フ ォ ー ム 読 取 り機,読 取 り プ リ ン タ ー の 選 び 方(HowtoSelectaMicroform

ReaderorReader-Printer)

図入 りユ ー ザ ー ガ イ ド。20ペ ー ジ。'

読 取 り機 及 び 読 取 り プ リ ン タ ー の 選 択 方 法 と各 機 種 の 特 長 を 記 載 。

価 格:2ド ル

;コ ン ピ ュ ー タ ア ウ ト プ ッ ト ・マ イク ロ フ イル ム の趣i礎(FundamentalsofConputerOutput

Microfilm)

COMの 基 本 に 関 す る 図 入 り解 説 書 。24Ae－ ジ。 内 容 はCOMの 利 点,応 用 例,COMレ コ ー ダ

ー の 基 礎 部 品 ,COMと 併 用 し た マ イ ク ロ フ ィ ル ム フ ォ ー マ ッ ト,COM記 録 フ ォ ー マ ッ ト,COM

プ ロ グ ラ ム の 操 作,用 語 の 解 説 。

・マ イ ク ロ フ ォ ー ム イ ン デ ッ ク ス と修 正 シ ス テ ム(MicroformIndexingandRetrievalSystems)

マ イ ク ロ 写 真 修 正 シ ス テ ム の 選 定 と設 計 を 紹 介 。24ペ ー ジ の ハ ン ド ブ ッ ク 型 。 ソ ー ス ドキ ュ メ

ン ト とCOMシ ス テ ム の 修 正 技 術 に っ い て そ れ ぞ れ の 長 所 と短 所 を 記 述 。
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価 格:2ド ル

・マ イ ク ロ フ ィ ル ム 写 真 の す べ て'(AllAboutMicrofilmCameras)

32ペ ー ジ の 全 図 解 ユ ー ザ ー 用 ハ ン ドブ ッ ク で,写 真 技 術 ど フ イ ル ム,カ メ ラ の 種 類 と ア ク セ サ リ

リー,カ メ ラ 施 設 と保 守 管 理 な ど の 基 本 原 理 を 説 明 。 専 門 用 語 の 解 説 も併 記 。 シ

価 格:2ド ル

〈 規 格 関 係 の 書 物 〉

・BasicMicrofi㎞Standards(基 礎 的 な マ イ ク ロ フ イ ル ム の 規 格)

マ イ ク ロ 写 真 シ ス テ ム を 開 発 し た り こ れ を 操 作 し よ う と し て い る人 に と っ て の 貴 重 な 必 携 書 。

所 蔵 規 格 はIRSRevenueProcedure76～43のANSI規 格,First-GeneratioruSilver

・HalideMicrofilm(MS104)の 検 査 と 品 質 管 理
,マ イ'ク ロ写 真 関 係 規 格 の ダ イ レ ク ト リ ー

価 格:11ド ル

・MetricPosters

六 つ の 図 解 を 入 れ た432×559m/mの カ ラ ー ポ ス タ ー で,教 育 用 に 適 し て い る。 各 サ イ ズ,重

量,温 度,液 体 ボ リー ム な ど を 表 示 。

価 格:7ド ル,

・BritishStandardSpecificationforMicroformReaders(英 国 の マ イ ク ロ フ ォー ム リ ー ダ

ー の 標 準 仕 様)

ロ ー ル フ ォ ー ム,フ ィ ル ム ス ト リ
.ッ プ,ア パ ー チ ャ ー カ ー ド,ジ ャ ケ ッ トの マ イ ク ロ フ イ ル ム 用

読 取 り装 置 の 特 徴 を 明 示 。

・ConpleteStandardsSetandBinder

'
18の 規 格 を 全 部 収 録

価 格:75ド ル'`

・DualityStandardsforComputerOutputMicr6film

COM品 質 を デ ン シ テ ィ,レ ジ ビ リ テ ィ ー,レ ソ リ ュ ー シ ョ ンg字 と 映 像 の 再 生 等 の 規 格6

価 格:5ド ル ・'lt

(6)TheStationeryandOfficeEquipmentBoardofTride,Inc.(文 具 事 務 機 協 議 会)

所 在 地200Fifth 、Avenue,NewYorkN.Y.10010

電 言舌(212)687-8790

会 長200～225社

職 員11～15

年 間 予 算150,000～250,000ド ル
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沿 革

文具事務機協議会は103年 前 に設立 された もの で,当 初は文房具商及 び出版社協議会で あっ

たが,現 在 の機能 はクレジ ット報告機 関としての それが主であ って,金 融 面でデ ィーラー と密接

につなが ってい る。

(7)Nationa10ffice

所 在 地

電 話

会 長

事 務 局 長

会 員 数

事 務 局 員

年 間 予 算

沿 革

MachineDealersAssociation(NOMDA)

1510JarvisAvenueElkGroveVillage,Illinois60007

(312)593-3270

JohnA.Morse(MorsdsofVeroBeach,Florida)

CarolA●Bennett

3,000～3,500デ ィ ー ラ ー

6～10名

250,000～500,000ド ノレ

NOMDAの 歴 史 につい ては,資 料が入手 で きなか った。

現在のNOMDAは,同 じ業界 問題に直面 している大小の事務機械 デ ィー ラーで構成 されてい

る。

NOMDAは 事務機械 デ ィー ラーに業界 の変化 を知 らしめると同時に,出 版物 やニ ュース ・レ

ターを通 じて,会 員各社 に新製 品情報 や アイデアを提供 している。

会員デ ィーラーに対す る教育事業 や保険事業 も行 ・う。

組 織

小売デ ィーラーであれ,地 域 デ ィス トリビュー タであれ,あ るいは,地 域卸売業者,メ ー カー

の支店,代 理店 であるとを問わず 会員にな ることがで きる。

協会会員:地 域支部に所 属 してい るデ ィー ラー

直接 会員:支 部 のない地域 のデ ィーラー

メーカー関係会員:事 務機械消耗品 と機械 の販売 に関係 してい るメーカー

キー ・リンク会員:NOMDA加 盟 メーカーの地 区代理店

NOMDA内 に は多 くの委員会が あ り,事 務機械業界 に影響 を及ぼす分 野の事項 を扱 ってい る。

その うち主な委員会 は次の通 り。

・政府 関係

・保険事 業

・メー カー関係

・モデルデ ィー ラー販売契約

・国際関係
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会員会社 は専門の取扱 い機種に分かれ てい るが,主 要機種につ いては次の通 り。

Phoneanswe主ing""

Telephones

Programmablecalculatoどs

Postage&t4ailingequipmen七

Secuエityequipment

Papershredders

Poinセofsale 　
Datat工ans・equユPMenセ

Tirne'エecoエdingmachines
　

取)ewr工ters

Mrniture(desks,chairs)

Addressingmachines

Addingmachines
`
B◎okkeepingmachines

Calcula七 〇rs

Cashエegisters

Checkwritingmachines

Coincounセingmachines

C◎㎜unicationsequipmen七

C◎pyingmachines の
・DataCOllect=Lon

Duplicと 七ingmachines

Dicセatingmachi .nes

Dataterminals・
　

Edi七ingtypewr工 七ers　
Dataprocess■ng

Eieetroniccaiculator

Facsimile七rans.equipmenセ

エdentifiCatiOnSyStem

Minicomputers 　
垣cxofilmequ=Lpment

現在の事業 ・出版物の刊行

奨学資金の給付:会 員の従業員及び子弟には給付

大会の開催:地 区大会や全国大会を開催 して最新の製品等を会員に紹介

法律相談

教育事 業:急 速に変化 してい る事務機械業界に対応 で きるよ う販売,サ ー ビス,管 理,技 術

者訓練,雇 用,賃 金 につ いてセ ミ・ナーを開催するな どの事業 を行 う。

保険事業

出版物.NOMDASPORKESMAN(月 刊)

HOTLINE(隔 週)

BLUEBOOK(市 場 価格情報)

会員名簿

(8)CanadianBusinessEquipmentManufacturersAss.(カ ナ ダ 事 務 機 械 工 業 会CBEMA)

所 在 地

電

会

話

長

事 務 局 長

会 員

年 間 予 算

沿 革

Suite 200,1GreensboroDrive,Rexdale,OntarioCanada,MgWIC8

(416)248-6179

L.J.Craddock(WillsonOfficeSupPly)

G.D.Wynd

60社 以 上

50,000～60.000米 ドル
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カナダ事務機械工業会(CBEMA)は1932年 に 設立 された営利を目的 としない業界団体 であ

る。 これは戦争努力の副産物 として数社が非公式に設立 した ものであ〔たが,後 に公式の団体 と

な った もの。 会員数は現在60数 社 で,会 員は カナダ国内で事務機械の生産及 び販売 に従事 して

い る。

CBEMAは 現 在 カナダの業界 で重要 な役割 を演 じてお り,業 界の動向 や問題点 につ いて有益 な

情報源 として機能 してい る。 当会では公開討論会 を開催 して,同 業同士がお互 いの問題点 を討議

してこれ を解 決で きるよ うに してい る。 また当会は カナダの ビジネス堺 の擁護者 としての機能 を

発揮 してお り,い ろいろな変化 や政治的 な問題が起 ったときは カナダ社会 に対 して業界の意向 を

代弁 してい る。

組 織

会員資格は カナダ国内で販売 活動 を行って法人 として1年 以上 の実績 を有す る事務機 メーカー。

会員は大小 さま ざまの規 模の会社で あるが,工 業会の 政策決定 に当っては投票権は平等δ入会に

際 しては理事会 と会員多数の承認 を不要 とす る。

CBEMAは 各 種の事業 を行 って個 々の企業及び業界 の利益 を図っている。現在 工業会に ある部

会は製品別 に次の7部 会。

1)計 算 機部会(Adder/CalculatorGroup)

2)コ ン ピュータ部会(ComputerGroup)

3)デ ィクテーテ ィングマシーン部会

4)複 写 機謄写機 部会

5)事 務 用家具 部会

6)タ イ プライター部会

7)ワ ー ドプロセス部会

以上各部会には それぞれの分野の専門家が いて相互の問題点 を討議解決 を図 る。

また,特 別委員 会を設置 して規格問題,統 計並 びに会員会社に影響を与え る問題 を討議解決す

る。

工業会 には専任の職員が いて適切 な情報の収集 と配布 を行い,ビ ジネス界,政 府 ,メ デ ィア,

社 会に対 して事務機業界の立場 を広範 に説明宣伝す る。

出 版 物

ニュー スレター(年 四回発 行)

CBEMARoster(名 簿)

LegislativeLetter(業 界 に影響 を及 ぼす政府施策や計画に関す る情報 ・) .

統 計

CBEMAで は製 品 ごとの市場規模 につ いて各種の統計 を作成 す るが,メ ンバー以外は入手 でき
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な い 。

(9)CanadianOfficeProductsAsa(カ ナ ダ 事 務 用 品 組 合

所 在 地

電 話

事 務 局 長

・会 員 数
.

年 間 予 算

沿 革

組 織

現在の事業

COPA)

Suite928-159.BayStreet,Toronto1,0ntario,Canada・'・

(416)362-6895';t

FricG.Freeman

不 明

不 明

不 明

事 務 用 品 メ ー カ ー 及 び 販 売 業 者 で 構 成

COPAは 政 府関係者及び議案通過運動者 と直接 のチャネルをもってい る。1最近 はメー トル法

へ の変 更に関 して政府に活発に働 きかけ ている。同組合 では会員各社に対 して現在の市場情報 を

流 し,統 計 を作成 して これ を配布 してい る。

COPAは 教 育プログラムや地域ゼ ミナール,社 員養成 プ ログラムな どを提供 し,会 員各社が も

っと進 んだ教育施設へ行 ったり,さ らに研究す る道 を開 いている。会員会社従業員 に対 しては年金

計 画 もあ る。

出 版 物"

CanadianOfficeProductsandStationery

Geyer,sDealerTopics・

COPAComments(月 刊 会報)・.、

統 計

会 員にのみ配布

OO)CanadianOfficeMachineDearlersAss.(カ ナ ダ 事 務 機 デ ィー ラ ー 組 合 、COMDA)

所 在 地15DyasStreet,Toronto,Canada

電 言舌(416)441-1717

沿 革,

COMDAは 設 立 以 来30年 余 の 歴 史 を有 し て い る(第 二 次 大 戦 直 後 の 設 立)。 カ ナ ダ の 事 務 機

デ ィ ー ラ ー の 利 益 代 表

組 織

全 カ ナ ダ の 事 務 機 械 デ ィ ー ラ ー で 構 成 。 実 際 的 な 活 動 を行 うた め に 次 の5地 区 ご とに 分 か れ て

い る 。
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・大 西洋地区(Newfoundland ,P.E.1.NovaScotia,NewBrunswick)

・ケ ベ ック地区

・オ ンタ リオ地区

・Prairie地 区(Manitoba
,Saskatchewan,Alberta,北 西地区)

・B .C.地 区(Yukonを 含 む)

上 の5地 区はいず れ も独 自に活動 してお り,そ の下 に各 支部組織が ある。

COMDAの 目的 はメンバー間の情報交換,各 種 目的の ために教育 事業 を行 うこ と,業 界 と大衆

社 会 との関係促進,メ ーカーやほかめ サプライヤー との連携 強化 な どである。

事 業

教育 事業 を行 う目的 は事務機械デ ィーラーが急速に変化す る産業に常についていけ るようにす

ることで あって,新 製品 や システムが常に紹介 される。代表的 な教育事業 としては次 の ものがあ る。

販売:販 売管理 の専門家 をふやす ために設け られ た販売管理研究講習会 の目的 は補償 金制度の

確立,販 売 チ ームの訓練,監 督 な どである。

サ ー ビス:サ ー ビス管理 のための教育事業。利益 の向上 やサ ービス技術者の雇用保持 もこの教

育活動 事業主 題の一部 であ る。

金融:資 金管理 の教育。 メンバー会社の金 融や資金繰 りの方法な どの講習。

技術講習:サ ービス技術者のための技術講習会 。

会議:地 域別のデ ィー ラー大会 と全国大会 を主催 し,最 新製品の展示,セ ミナーの開催,情 報

交換 な どを行 う。

出 版 物

COMDAKEY(年6回 発 行の会報)

COMDAGRAM

ニ ュ ース レター(各 地 区の出版物)

aDEIectronicMdrketingInstituteofCanada(カ ナ ダ 電 子 販 売 協 会EMIC)

所 在 地lSparks.AvenueWillowdaleOntarioM2H2W1

電 話(416)499-4000

事 務 局 長DavisS.Rattray

会 員100～125

沿 革

EMICは1972年 に カ ナ ダ電 子 卸 業 組 合 と カ ナ ダ 電 子 販 売 代 理 店 組 合 と が 合 併 し て 設 立 さ れ

た。

組 織
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組 織表 は2カ ナダ ドルで入手 で きる。

⑫BundesverbandderVertriebsunternehmenfUr・B廿rvorganizatione.v.(BVB)

(ド イ ツ 事 務 機 器 産 業 連 盟)

所 在 地BockenheimerLandStr.796000FrankfultanMainBundes

RepublikDeutshland

電 話(0611)752095'

理 事 長Dr.IJurgTschirren

(HoneywellBullAG.社 長)

理 事7社(メ ー カ ー5社,デ ィ ー ラ ー2社)

会 員81社

職 員3名

沿 革

こ の 組 織 は,1948年 に 設 立 さ れ 事 務 用 機 械 式 計 算 機,各 種 フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム 用 機 器 等 を

中 心 に,オ フ ィ ス 合 理 化 の 波 に の っ て 伸 び て き た。

現 在 の 会 員 数 は81社 で あ る が,こ の 中 に は 事 務 機 器 製 造 業 の み な らず,デ ィ ー ラ ーt輸 入 代

理 店 が 含 ま れ て い る 。

ま た,事 務 機 器 の 対 象 の 中 に は 小 型 の オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ,あ て 名 印 刷 機,デ ィ ク テ ー テ ィ

ン グ マ シ ン,事 務 用 ロ ッ カ ー,机 等 の 類 が 含 ま れ て い る 。

組 織

別 図 参 照 。

活 動 状 況

① 必 要 に 応 じ て 各 種 専 門 琴 会 合 の 開 催(Bundespest連 邦 郵 政 省)と 協 力 し て 各 種 勧 告 を 出

している。

②各種見本市開催

A.ハ ノ ーバ ーメ ッセ

B.オ ル ガテ ック(ケ ル ン)

C.シ ス テムズ(ミ ュンヘ ン)

③ 統 計

生 産,輸 出入統 計

④情報提供

A.経 済 見通 し,市 場 動向,各 国見本市情報

B.税,法 規,関 税
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C.工 業 標準規格

D.研 究 開発

E.カ ウンセ リング

内外業者への取 引先あっせ ん等

出 版 物

BVBStatistik季 刊

BVB紹 介 年刊

1977年 ～78年 の 主 な活動

'77年:BVBセ ミナ ー1'連 邦 デ ー タ保 護 法 」
,

連邦 データ保護法の概 要

データ保護法関係 で企業が必要 とす る措置

BVBセ ミナー 「公共投資 に応札す る場合の契約 条件 」

「データ技術 」および 「教育機器 」委員会 の秋 季会合

BVBセ ミナー「データ保護委員は何 を知 っていなけれ1まな らないか 」

BVB第14回 情 報の 日

新 しい通信手段 マイク ロフ ィッシュ

78年:BVBセ ミナー 「労働協約 の原則 と最近の情勢 」

BVB組 織 図

欧 州 事 務 機 器

輸 入 企 業 連 盟

(FEIM)

(プ ラ ンセル)

理 事 会

事務 局

BVB運 営委員会

/

/

〆

/

/

〆

・

/
〃

'

ノ
/

/
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/

/

/[亟 三 ヨ,
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データ処理

技術委員会

プログラミング

委 員 会

教育機器

委 員 会
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通
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W

デ 護

・

保
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.
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デ テ レッ クス

W.G.

プ ロ グラ ム

インター フェ

イスW.G,

プログラム

作 成
W.G.

メ ノセ(見 本 市)委 員 会

ハ ノーバ メ ッセ システ ムス

オルガテック
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BVB第15回 情 報の 日

プログラム作成組織 の概念

93)InternationalMaicrofilmStandards(国 際 マ イ ク ロ写 真 会 議IMC)

事 務 局P.O.Box22440

所 在 地SanDiego,CAg2122

電 話(714)278-4562

事 務 局 長GustauJ.Bujkovshy

IMC組 織 図

長
力
東
ノ
会

プ

副

ア
中

副 会 長

欧 州 ・
イスフエル

(各 国会長会より選出,年 次総会

開催国から選出するのが望ましい)

理 事 会(12名)

常 任 理 事9名

各国会長会か ら3名

副 会 長

アフリカ ・

豪 州 ・アジア

賞 罰 出 版

委 員 会 委 員 会

長

各 国会長 で構成

事 務 局 長

副 会 長 副 会 長 副 会 長 副 会 長

・ ジ ・ 加 ・北米 確 実 東 欧

PR

委 員 会

教 育

委 員 会
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IMCの 将 来 の変化

(IMCNewsletterよ り)

1977年 初 のIMC理 事 会の特別会議は ロン ドンのGrosvenorHouseで 行 わ れた。 この会議の

結果,IMCの 将 来に 一連の重要な変化があ って協会組織 の改善が行われ る ことにな った。

IMC組 織 と構成の改善 につ いては会長の トーマス アンダー ソンと会長の諮問委員会委 員長D .W

マ ッカーサ ーが提案 したが,こ れは理事会の全員 の投票 で採択 された。

提案 され た改善案は以下の とお り。

1)IMC会 長 の選任 は各 国会長会 でこれを選出す ることとす るが,次 期総会開催 国か ら選出す る

ことが望 ま しい。

2)各 国会長 会は以 前の理 事会 と同様各 国会長 が その委員 とな るもの とす る。本会長 会は委員長 と

理事3名 を選出 し,総 会開催地,賞 罰 その他 を推せ んす る もの とす る。

3)理 事 会は12名 で 構成す る。 この うち9名 は前任者が その中 か ら選出 し,任 期 は3ケ 年 とす る。

他の3名 は各国会長会の中 か ら選出 し,任 期は同 じく3ケ 年 とす る。理事の再選は これ を妨 げな

い0

4)理 事 会は理事長及 ぶ副理事長 を選出す る。

理事会 は必要 に応 じて地域担当の副会長,賞 罰委員長t教 育委員長,出 版委 員長,PR委 員 長

な らびに その他の委員長 を任命す る。

5)理 事 会は総会の開催地 を選 び,監 査,専 務理事,事 務 局長,並 びにIMCJournalお よ び

IMCNewsletterの 編 集者兼出版 者を任 命す る。

6)理 事 会は必要 に応 じて毎年3回 以上会議 を開催す る。理事 会はIMCの 活 動方針,計 画,予 算

な どを決定 し,専 務理事 を通 じてこれ を行 うが,専 務理事 は これの遂行 に当って全責任 を負 うも

の とす る。

7)事 務 局長 は各国協会 との通信業務 を担当 し,専 務 理事 の指示に よる仕事 を担 当す る。

会員制 と会費 につ いては長時 間の討議が行 われ,次 の事項が全員一致 で採択 された。

O会 員 は次 の二種類 とす る。

(イ)団 体(ロ)中 途加盟社

O団 体の会費

最初の2ケ 年:10ド ル

3年 目 と4年 目:25ド ル

5年 目以降:50ド ル

会 費は米 ドルで支払 うもの とす るが,政 府 に規制 な どが存す る ときは,当 該国の通貨で支払 って

もよい。

理 事会 は,今 年次の途中 で加 盟 した会社の会費 は1978年 の 新会費 とす るが,1977年 も会員 と
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す る旨,を 決定 した。加盟時期が間に合 えば,理 事9名 の指名 と選挙に参加す るこ とが で きる。

補 足IMCの 世 界規格(世 界共通の マイ クロ写真規格)

IMCの 基 本的な 目的の一 つはその設 立当初か ら一貫 して世界中 で共通 した マイクロ再生部門 の

諸規格の設定 を積極的に支援す ることにあ る。 このために,前 回の年次総 会で規格委員 会を設け て

共通規格の計画 をたててこれ を現 在研 究中であ る。

第1回 目の会議 ではオース トラ リア,カ ナダ,イ ギ リス,西 ドィッ,日 本 およ び米 国 の各 協 会

か らそれぞれの意 見が提出 され た。 この会議には この ほか オラ ンダ,ス ウェーデン,デ ンマーク,

イ タ リア,韓 国,ニ ュージーラ ン ドおよびフランスの各 国代表か らも世界共通規格の設定 に対 して

賛成の意や関心の ある旨を述 べた手紙が寄せ られ た。 同会 議では将来の行動 に対す る諸計画案 の策

・定 が行われ た。

委員会の 目的

世界の貿易 はいまや非常に大 きな規模 で相互 に入 り組 んでい るために マイクロフイルム とか これ

に必要 な機械器具の統一規格を設定 す ることが絶体 命令で あ り,こ うす ることによ って製品の原産

国に関係 な くマイ クロフィルムの使用 法が簡素化で きる。規格委員会の作業 を通 して行 うIMCの

最 初 の目的 は世界各 国の多 くの マイクロフイルム関係 団体か ら規格問題 に関す る意見 を集 めてその

コンセ ンサスを作 ることを手助けす るこ とである。次 に,こ のコンセンサスを国際標準化機構(ISO)

に 提 出 してここにIMC規 格 委員会が 参画 して出来 るだけ早 く実行可能な統一規格 を策定 しよ うと

い うもの。

適切 な統一規格作成の基礎作 りをす るには多 くの時間 と作業が必要であるが,そ の多 くは関係分

野 に携わ っている多 くの人 たちの 自発的 な協力に よって ささえ られ る。IMCな らびにその関連機

関の意図す るところはISOで 作業 で きる案に到達す るため に必要な基礎作業 を支援 す ることであ

る。

方 法

IMCは 世界中 のマ イクロ写真関係諸団体 で構成 されてい ることから,規 格委員会 の会議で意見

の一致 をみたのは各国の協 会に作業部会 を設置 して具体 的 なプロジュク トを割 り当 て ることがお そ

らく最良 の方法 で はないか とい うこ とであ った。 一つ の規 格に対す る案が審議の上 同意 されれ ば,

これ を今 度は他 の委員会 メンバーに回覧 して各委員 の意見 を聞 き最終的 にこれ を全体の同意事項 と

す ることがで きる。世界の マイクロ再生 産部門 では諸 企業 や組織の変せんが早 いために この方法 が

唯一の可能 な方法 であ る。以前は,規 格設定作業 は多 くの国の 専門家た ちの善 意 とその人 た ちが割

愛 して くれる貴重 な時間に依存 してこれ を行 うこ とが必要 であ った。 しか し現在 では,マ イクロフ

ィルムに深い関心 を もつ国のほとん どす べてで正式 に協会 が既 に組織 された り,或 いは組織 されつ

つ あ るの で,各 国の協会 か ら幅広 く協力 を得 るこ とが で き,業 界全体の 意向を以向よ りも広 く取 り
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入れ た規格 をまとめる土台がで きてい る。

世界 には このほか別の団体があ って,ず っと以前に は マ イクロ再生産の特定分野 を専門に してい

て,こ こ数年 は規格問題 に取 り組 んでい る団体 もあ る。IMCと し ては この ような グルー.一プ とも歩

調 を合せ て合同委員会み たいな ものを設置 して統一規格 の策定 に当ることに なろ う。

規格 作成作業の手順

先ず最初 にやるべ きこ とは,こ れ までに既に行われた こと並びにISOが 現 在考慮中であることを

十分に よ く認認す る ことである。既 に出 された意見 とか最 新の規格案はすべ てコピーを作成 中で こ

れがISO委 員 会 に提 出 され よ うとしてい』る。 これ らの コピーはIMC委 員 会の各委員に回 され て

ISOを 支 援す るための作業の基礎作 りが行われ ることにな る。 これが完 了すれ ば,次 は現在規格

を必要 としてはいるが まだ何の作業 も行われ ていない分 野での作業 に着手す ることである。

この作業 は非常に遠大 にみえるが,マ イ クロ写真業界 と団体が世界的 な規模 で共同 作業 を行 えば

多 くの ことが達成 で き,ISOの 作 業 を支援 で きる もの と思 う。

国際標 準化機 構(ISO)に 提 出す る統一規格作成作業 を行 っているのは12ケ 国 の規格 グループで

あ る。

次 の図 はIMC規 格 委員会の委員 国 と各委員 国が代表 してい るそれぞれの国の公式規格機構

(Off.S.O.)を 示 している。

欧 州 の 事 務 機 械 関 連 団 体 に は,今 回 資 料 が 入 手 で き な か っ た が 下 記 の 団 体 が あ る 。

oEuropeanAssociationoftheBusinessMachineandDataProcessillgIhdustry

(EUROBIT)

F・ ・hg・m・insch・ftBli'・ ・-undl
.・1・・m・ti・n・tech・ikimVDMA

Postfach750und7704Dusseldorf-AberkassecF.R.Germany

OSyndicatNationalDesFabricalntsDeMachinesDeBurean

10A・ ・nu・H・ ・h・P・ ・i・'8,F
.・an・e

oBusinessEquipmentTradeAssociation(BETA)

109KingswayLondomWC2B6PUUnitedKingdam

ま た 規 格 関 係 の 団 体 は 下 記 の 団 体 が あ る 。

gInternationalOrganlzationforStandardization(ISO)

1ruedeVarembε,Jenev.a,Switzerland

`oInternationalElectrotechicalCommision(IEC)

1-3,reudeVarembe1211-Geneva20,Switzerland
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IMC規 格 委 員 会 関 連 機 構 図

IMCStandards

Committee

Chairman

Aust

ralla

off.S.O.

Aust

ralla

Canada

off.S.O.

Canada

Eng

land

off.S.O.

Eng

land

IMCStandardsCommitteeMembers

France Germany

off.S.O.

Germany

Italy

off.SO.

France

off.

S.O.

Italy

Korea Japan

off.

S.O.

Korea

Sweden

off.

S.O.

Japan

U.S.A.

off.S.O.

Netherlands

OtherCountries

ff.S.0.

Sweden

off.S.0.

U.S.瓦

off.S.O.、 ・

OtherCountries

1$o

Micrρfilm

.Committee

InternationalMicrofilmStandards

ヅ



海外事務機械産業関連刊行物

(1)U.S.GOVERNEMN「rPUBLICATIONSFOROFF工CEMACHINES

Publishedby: U.S.DEPARTMENTOFCO阯 据RCE

WashingtonD.C.20233

No. Publication － Remarks

1

2

3,

4

5

6

7

8

9

10

11

CurrentIndustrialReports

Office,Computing,and

AccountingMachines

CensusofManufactures

StatisticsforBusiness

andOfficeMachines

SurveyofManufac七ures

LocationofManufacturihg

Plan'tbyIndustry,Country

andElnploy皿en七bySize

CurrentBus■nessReports

MonthlyWholesaleTrade, 　
SalesandInventories

工ndustryReport

ComputingandCalculating

Equipment

U.S.工ndus七rialOutlook

・Computing.andOffice

Equiprpernt

United.StatesIrnports

GeneralandConsumption

UnitedStatesExports

Co㎜odityandCountry

ほ
ProductionandTradeof

BusinessMachiness

Machinesin.Principal

WorldMarkets

Fina1工ndusヒryMarket

ProfileforBusiness

EquiptUentandSystems

Exhibitions1977

Month1ど/Annually

Every4years

AnnUally

Mon七hly

Quarterly

Annually

1976was

thelast

cenSUSyear

Monthly/Quarterly/AnnuaUy

Monthly/Quarterly/Annually

Specia1(1969)

SPecia1(1977)

(2)PERIODICALS&GENERALPUBL工CAT工ONSOFOFF工dEMACH工NES

No. Publication Publisher

i .OfficeEquipmentExporter OfficePublicationsInc.

Ct.U.S.A.
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2

3

4

5

6

7

8

9

0

1
凸

-
一

-
一.

BusinessEquipmentMarketing

Letter

C。pier/Dup'licat。rDealerRep6r'ti

Gey…'・Deal・r.Tρpl・'・

ModernOfficeProcedures

OfficeProducts

gfficeP・ 。duc七 ・ エndu・t・yR・p。 ・t

l

OfficeProducセsNews

アコ
Ca霊 鑑;'Ce'PrQdt}cts&

:dff'iceEquipment&M・th。d・

Administr'ative'Diges七

.GENERAL

StandardandPoorts工ndustry

Surveys・
.・.

Bti.inessSy。 ゼ。m。P。blic:aii。 ,。.;
工nc.Ct.U.S.A.

一.胸

Geyer-McAilisterPublications

NY
'

,。d。 。t。i。 、 。。6ii'6.at/i6'ns

Ohio

Hitchcock'Publications

工11.

Nat'IOffice:PrOduc .ts・A.ssn・.

Va.・

UnitedTechnicalPublication三

N.Y.

Southapa

。野 蒜 、99bl・'cat'.n三

Maclean・-Huriter,Ltd.㌧ 一

〇nt・Cana〈]a ..
SouthamBuSinessPub工ication三

〇nt.Canada

、

δ

Standard-&pOor.s
N.Y.

(3)D工REdToRIESOPOF・FICE村ACIIINES

.

●0

1

2

3

4

5

N－ Publisher

G・y・ ・'・Wh・H・k・ ・it .Di「ectg「y

・fficeApP・i・ ・r・sB・yers'・ ・des

OfficePr。ductsMas七e工Catalog

ReprographicsEngineering

ServicesPurchasingDirectory

WorldTradeAnnua1(Typewriter)

Geyer-1・!cA1ユis七er
'P

¥blicati∫)ns'

BusinessPublications

工nternational

HitchcockPubli5h手ng

NediaHorizonz「 「 ・

StatisticalOffice$165.00

。ftheU・N・
－

Price

工nCt
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(4)HULT工 －CL工ENTSTUDIESONOPPICEMACHINES

No.

1

－ Publisher Price

2

3

4

5

6

7

8

、9

10

1ユ

12

13

」4

15

16

17

OfficeEquipmentBuyers・Guide

BusinessMachineSpe¢ification

Charts

OfficeProduc七sinHome

OfficeEq'uipinen七Marketfor

70-80

BusinessEquipment

コ コ コ
CopyingandDuplicatエngEquipment

andSupPliesUSA

TheXerox9200MarketAcceptance

OfficeEquipmen七&MethodsB士and

RecognitionStudy#8

0fficeEquipmentMarketinCanada

IlurchasinqPreferenceSurveyof
・OfficeEquipmen七&Supplies

OfficeEquipment&MethodsBrand

Recogni七ionStudy#9

ReviewofCurrentTrendsin

BusinessandOfficeMachines

Harkets

Desktop/BenchtopScientificand

BusinessComputerMarkets

Computer工ndustry

Vo1.工HomeComputerMarkets

Vol.工 工DesktopandBenchtop

ComPU七erNarkets

TheMarket&Econo】nicsofthe

BusinessMachine≡[ndustry

The"MarketandOut1ookof.

StationeryProducts

P&S■ndex:Forecasts

NOTE:

靭【aClean-Hunter.$

Torpnto,Canada

"

BusinessCo㎜ －

unications,Co.

Conn..U.S.A.

"

StanfordResearch

Calif.

FrosV .&.・Sullivan

N.Y.

朋

MaClean・-Hunter

Toronto

"

"

"

5.00

5.00

425.00

400.00

10,500・00

International

RessourceDev-

elopmentInc・

U.S.A.

VentureDevelopment

Mass.U.S.A.

"

"

SBエ(Specialists$

in・Business

工nformationrエNc.)

N.Y.

MortonResearch$

N.Y.

Predicas土s"tlnc.

Ohio

57 .5.00

900.00

50.OO

35.00

25.00

50.00

950。00

、

ユt750・00

■.750.00

295.00

125.00

Adetailedlis七 〇fthesurveysaccordingtocompanyfollows.
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(5)RELATEDAVAILABLERESEARCHWORKS ,,

(a)OFFICEPRODUCTS

StanfordResearchInstitute

ChemicalInformationServicesDept.

333RavenswoodAvenue

HenloPark,California94025

415-326-6200,extension翌3900

Mr.ChanorMr.TomBIue

1374BusinessEquipment1975-$10,500

1nternationalResourceDevelopment,Inc.

125ElmStreet

P.0.Box1131

NewCanaan,Conn.06840

203-966-5615

Mr.StephenCaswe11

728
、Rev|C・ofC"「 「entT「ends'nBuS'nessと;;,2ff'cl,㌍1蒜1Ma「k;llce。nr,que、t

Maclean_HunterLimitdd

(Seeotherpage)

873'Busineli、Machi,eSp,cificati。,Charts.Annuallyp、bli、h,d$5

BusinessCo㎜unicationsCo.,Inc

471GlenbrookRd.

Stamford,Ct.16906

203-323-5623

Hr..Medinger

165・ffi、e・,。duct,,,th,H。me「197583P9、.$4,5

16ZOfficeEq"ipmentMa「ketfo「170-`8019748gPgs・$400

・ArthurD
.Litte1,Inc.

35AcornPark

Camb}、 うdge,Plass.02140

617-864-5770

M「 ・Fl

.emmi"go「M「 ・Stnith

8・…tl…f・rS。1ect,d・ff・ceEq、 巾 。1,tP,。duct,th,。 。ghl98。

1976$1,000

SpecialistsinBusinessInformation,Inc.

3375ParkAvenue

Wantagh,NewYork11793

516-781-7277

M「・Stua「tHi「schりo「n・P「er・

S959BusinessMachineIndustry1978227pgs.$295
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CreativeStrategiesInternationa1

4341StevensCreekBlvd.

Suite275

SanJose,CA.95129

408-249-7550、

Mr.ThomasDexel

S1005
.OfficeAutomation－ 一$795

AIltechPublishingCompany

(Seeotherpage). 、

S4840fficeEquipment;100se-1eafdirectorydescr「bingtheproductsofover150

vendorsofautomaticfilesystems,commmicatingequipment
,computeroutput

蒜1;:,ul撫 留'lllt,11;c㌫ ㌫1ぽ?「1蒜;m;11,lll;ll:・,朧!all;'・g
monthlysupplementsandnewsletter.1955(started)』monthly$95/year

Frost&Sullivan,Inc.

(Seeotherpage).

S6380fficeandInstitutionalFurnitureandAccessories

・1978$700

S641DataProcessingandWordProcessingEquipmentforAccountingOffices

1978$800

(b)CANADIANMARKET`、

Maclean-HunterLimited

481UniversityAvenue

Toronto,Ontario,Canada「 ・15VlIA7

416-595-1811

278

719

918

920

Office .Equipmen .tBuyer,sGuideAnnual$5

0fficeEquipment&Me
.thodsBrandRecognitionStudy撒8

197597$50

0fficeEquipment卜larketinCanada'197659$35

Purch・si・gPref・ ・enceS・ .rvey・fOfficeEq・i叩 ・・t.&S・PP〕ies・

197534$25

(c)COPYINGANDDUPLICATINGEQUIPMENT

FrostandSullivan,Inc.

106FdltonStreet

NewYork,N.Y.10038

Hr.Sanzo

x、
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437

452

CopyingandDuplicatingEquipmentandSuppliesUSA

1975160pgs.

TheXerox9200MarketAcceptance・1976－

AIltechPublis・hingCompany

212CooPerCente「

NorthParkDriveandBrowningRoad

Pennsauken,N.J.08109

609-662-2122

Mr.GlennDawson

S4871ntroductiontoCopiers

GorhamInternational

P.0.Box8

Gorham,凹E.0403S

207-892-6761

Mr.JohnThurlow

S706AdvancesinOfficeCopying

1977 21pgs.

20pgs.+

$575

$900

・$10
,

$1,200

(d)CALCULATOR!・tARKET

Frost&Sullivan,Inc.

106FultonStreet

NewYork,N.Y,10038

212-233-1080

Mr.BobSanzoorMr.Denn「sHoye

448PersonalCalculatorsinthelilorld1974-

450t'linicomputersandMicrocomputersUSA1975-

454FinancialTransactSonEquipmentMarketsintheRetail

EnvironmentUSA1976一

$445

$595

$675

(e)MICROFILMANDMICROGRAPHICSSURVEYS

ALLTECHPUBIＬISHINGCO}rPAtSTY

212CooperCenter

NorthParkDrive・andBrowningRoad

Permsauken,N.」.08109

Telephone:(609)662-2122

Personstocontact:

GlennE.Dawson,president

EmilyJ.Cline,vice--president

S492Co㎜unicationsPrinters

SelectionandComparison

Charts 1977 42ppl $10.00
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FROST&SULLIVAN,1NC.

106FultonStreet

NewYork,N.Y.10038

Telephone: (212)233-1080

PerSOnStOCOntaCt:

RobertSanz6,directorofmarketing

DennisYoye,assistanttodirector

442 MicrofilmEquipmentMarketUSA 1975 $600.00

PREDrCAS「rs,INC.

200UniversityCircleResearchCenter

11001CedarAvenue'

Cleveland.Ohio44106

Telephone: (216)795-3000

Personstocontact:

PaulE.Owen,assistantvice

president,directorofmarketing ロ
RonStiりich,manager,industriesstudies.

WilliamM.Weiss,executivevice

P芦esident,research

1159 Micrograpbics 1975 $485.00

9
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4. 情 報 利 用 の 現 状

4.1← 政 策 課 題 別 に み た 情 報 の 利 用

前章 で事務機械産業に関係す る国内,海 外 を含んだ各種情報の調査内容 を紹介 したが,こ ζでは

前記記載の情報 のほかに,国 家機関 をは じめ とす る各種機関 を中心に,製 作 されてい る情報 を,こ

れ も前述 した政 策課題別 に利用状況 を示す とと もに,そ の評価 を も行 なった。 表 一9に 縦 軸 に 情 報

を,横 軸 に政 策課題 を とって示 してあ る。

なお評価 の 「デー タの重要度 」につ いては一応A,B,Cの3ラ ンクを付 してあるが,・この ラ ン

ク付 けばあ くまで も一応 の評 価であ る。
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表一9情 報 利 用 の 現 状

データ分類

項 目

デ ー タ 名 情報入手先
デ ー タ

利用 間隔

デ重

1要

タ度

政 策 課 題

生 産

技 術
需 要 流 通

輸出入

(海 外

問題)

立 地 経 営
法 制

税 制

経 済 計 画

各種経済計画

産業構造の長期 ビジョン

各種経済見通 し

経済企画庁

通商産業省

日経セ ンター他

年,度

〃

四半期,年 度

C

A

B

○

○

○

○

○

○

○

国 民 所 得 国民所得統計

経済統計月報

賃金構造基本統計

経済企画庁

日本銀行

労働省

四半期,年 度

月 年
,

年

C

C

C

○

○

○

○

金融,財 政 国家予算 大蔵省 年 度 B ○ ○

企業 経 営 主要企業経営分折

法人企業統計季報

日本銀行

大蔵省

半期,年 度

四 半 期

B

C

○

○

設 備 投 資 各種設備投資調査 通産省,経 企庁等 半期,年 度 A ○ ○ ○

物 価 卸売物価指数 日本銀行 月 A ○ ○

貿 易 日本貿易月表

貿易業態統計表

大蔵省

通商産業省

月

年

B

B

○

○

○

○

そ の 他 経済白書

国民生活白書

経済協力白書

通商白書

通信白書

経済企画庁

〃

通商産業省

!ノ

郵政省

年 度

ノノ

ノノ

〃

ノノ

B

C

C

B

A

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○
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デ重
政 策 課 題

デ ータ分類

項 目

デ ー タ 名 情報入手先
デ ー タ

利 用間隔

1要

タ度

生 産

技 術
需 要 流 通

輸出入

(海 外

問題)

立 地 経 営
法 制

税 制

産 業 活 動 工業統計表 通商産業省 年 A ○ ○

全 般 商業統計表

`

〃 〃 A ○ ○

鉱工業生産指数 〃 月 ・ 年 C ○ ○

産業連関表 行政管理庁他 5年 B ○ ○

関 連 産 業 資源統計月報 通商産業省 月,年 B ○ ○

非鉄金属等需給統計 ノノ ノノ A ○ ○

プラス チ ック製品統計 ノノ 〃 A ○ ○ ○

ゴム統計 〃 〃 A ○ ○

石油統計 〃 〃 B ○ ○

鉄鋼統計 〃 〃 B ○ ○

エネル ギー統計 資源エ ネル ギー庁 ノノ B ○ ○

生 産,出 荷 機械統計月報 通商産業省 月,年 A ○ ○ ○ ○

在 庫

輸 出 入 実行関税率表 大蔵省 年 B ○ ○

軽機械輸出通関統計 日本機械輸出組合 月 A ○ ○
`

価格,流 通 日経市況 日本経済新聞社 月 C ○

輸 送,そ の他 官 報 政府刊行物 センタ　 日 B
、

○

特許公報 〃 〃 A ○ ○

各社設備投資計画表 通商産業省 半 期 A

づ

○
'

○ ○
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デ重
政 策 課 題

データ分類

項 目

デ ー タ 名 情報入手先
デ ー タ'

利 用間隔

1要

タ度

生 産
技 術
需 要 流 通

輸出入

(海 外

問題)

立 地 経 営
法 制

税 制

各社営業報告書 各 社 半 期,年 B ○ ○

有価証券報告書 大蔵省 ノノ C ○

各社社内報 各 社 月 A ○ ○ ○

労働生産性統計調査 労働省 年 C ○ ○ ○

毎日勤労統計要覧 ノノ 月 C ○ ○

活用労働統計 日本生産性本部 年 C ○

理事会資料 日本事務機械工業会 月 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

価格,流 通 部会 ・委員会報告 ノノ 〃 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

輸送,そ の他 事務機械 〃 隔 月 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

調査季報 日本電子計算機㈱ 四 半 期 B ○ ○

機械経済研究 機械振興協会

経済研究所 年 A ○ ○ ○

技術と経済 科学技術と経済の会 月 B ○ ○ ○

経団連月報 経済団体連合会 ノノ B ○ ○ ○ ○

事務管理 月刊工業新聞 ノノ B ○ ○ ○ ○ ○

事務と経営 日本経営協会 〃 B ○ ○ ○ ○ ○

情報管理 日本科学技術

情報 セ ンター ノノ , B ○ ○ ○ ○ ○

標準化と品質管理 日本規格協会 ノノ B ○ ○ ○ ○ ○
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1 デ重 政 策 課 題
データ分類

項 目

デ ー タ 名 情報入手先
デ ー タ

利用間 隔

1要

タ度

生 産

技 術
需 要 流 通

輸出入

(海 外

問題)

立 地 経 営
法 制

税 制

品質管理 日本科学技術連盟 月 B ○ ○ ○ ○ ○

経営者 日本経営者団体連盟 ノノ B ○ ○ ○ ○

日機連月報 日本機械工業連合会 ノノ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東洋経済統計月報 東洋経済新報社 ノノ C ○ ○ ○ ○ ○

通産統計 通商産業省 〃 A ○ ○ ○ ○ ○ ○

JMA中 期 予測 データ 日本能率協会 年 C ○ ○ ○ ○

価格,流 通

外国経済統計季報 日本銀行 四 半 期 A ○ ○

輸送,そ の他

外務省調査月報 外務省 月 B ○ ○

海外経済月報 経済企画庁 〃 B ○ ○

海外労動経済月報 労動省 〃 C ○

法人企業統計季報 大蔵省 四 半 期 C ○

経済統計月報 日本銀行 月 C
1

○ ○ ○

経済月報 経済企画庁 〃 C ○ ○ ○

'

企業短期経済観測調査 日本銀行 四 半 期 B ○ ○ ○ ○ ○

〉・ 丁',

商業動態統計季報 通商産業省 〃 C ○ '・○
○.

財政金融統計月報 大蔵省」 月 C ○ ○ ○ ○

調査時報 中小企業金融公庫 不 定 期 C ○ ○ ○

金融統計季報 〃 四 半 期 C ○ ○ ○

調査月報 大蔵省 月 B. ○ ○ ○
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データ分類

項 目

デ ー タ 名 情報入手先
デ ー タ

利用 間隔

デ重

1要

タ度

政 策 課 題

生 産

技 術
需 要 流 通

輸出入

(海 外

問題)

噛

立 地 経 営
法 制

税 制

価格,流 通,

輸 送,そ の他
調査月報

海外投資研究所報

日本銀行

日本輸出入銀行

月

〃

C

B

○ ○

○ ○

○

○

○

ー

や
ふ
ー



4.2情 報 の サ ー ビ ス 形 態

業界 団体 として,今 までに述べ た各種 の情報 について,こ れを どのよ うに とりま とめ, .サ ー ビス

を行 な ってい るかをま とめた ものが 表 一10で あ る。

ここでは当工業会 あるいは当工業会の関係す る軽機械 センターにおい て,種 々の 情報 を と りま と

め,業 界で利用 しやすい形 として資料のサ ービスを行 なってい るものであ る。

㌧,^"

表 一10情 報 の サ ー ビ ス 形 態 一 覧

tb

サ ー ビ ス 状 況

情 報 名
提 供 先 備 考

事務機械(会 報) 会員会社 隔月発行

通商産業省 (内 容;業 界 の ニ ュ ー ス,統 計,工

日本貿易振興会 業会の活動等)

日本機械輸出組合

日本機械工業連合会

〉 機械振興協会
A1

日本商工会議所 `

日本電子機械工業会

他関連団体

事務機械業界紙誌

報道関係

事務用機械の需要予測およ 会員会社 刊行物 として配布

び各種報告書 通商産業省
「

.日 本機械 輸出組 合

他,関 連団体 「

,

報導関係

日本事務機械工業会規格 会員会社

(JBMS) 通商産業省

日本規格協会

他関連団体

軽機械 セ ンター情報 会員会社 小冊子にて配布,ま たは会報に掲載

通商産業省

関連団体

囲 発表 した情報 は残部が あれ ば,会 員外会社 に も配布す る。
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4.3情 報 利 用 の 実例

各種の情報 の内容,種 類,ザ ービスの方法等 につ いては今 までに触れ たが,最 後に具体 的な情報

利用の実例 として,前 述 した事務用機械 の需要 予測 に関 し,そ の考 え方,手 法 を紹介す ることとす

る。

4.3.1事 務 用機 械の需要予測

口

(1)対 象 機 種 ・

今 回の作業対象機種 は,電 子式卓上計算機,謄 写機,複 写機,オ フセ ッ ト印刷機,マ イク

ロ写真機械,欧 文ポ ータブル ・タイプライタ,金 銭 登録機 の7機 種 とした。

事務用 機械 には,次 表 の ごとき各機種が あるが,作 業対象 としたのは7機 種 で金額的 に

95%を 占 め てい る。

52年(1月 ～12月)国 産事務用機械 出荷高表

機 種 名 台 数 金 額 金額内分比

○計 算 機 械 32354,816台 157,451百 万 円 30.8%

会 計 機 械 15,918 19,100 3.7

o謄 写 機 41,709 3,956 0.8

○複 写 機 710,365 201,940 39.5

Oオ フ セ ッ ト印 刷 機 16,364 11,253 2.2

Oマ イ ク ロ写 真 機 械 27,673 4,265 0.8

Oタ イ プ ラ イ タ 1,947,241 33,990 6.7

o金 銭 登 録 機 615,080 72,874 14.3

タ イ ム レ コ ー ダ

(タ イ ム ス タ ン プ)
107,541 3,963 0.8

その他の事務用機械 239,664 1,804 0.4

合 計 510,596百 万 円 100.0%
、

(注)各 機 械の ○印 は作業対象機種

機械統計 月報(52年)に よ る。

ただし,計 算機械 とタ イプライタについては,そ の大部分 を

占め る電卓 と欧文 ポータブル ・タイプライタを作業 対象 とした。

一76一



(2)予 測 対 象 期 間

昭和53年 と54年 の各年(暦 年)に つ いて行 った。機種 によ っては参考 までに55年 につ

いて も予測 を行っている。

(3)基 礎 資 料,

国 産生産 ・出荷高:通 商産業大臣官房調査統 計部編集 「機械統 計月報 」

輸 出 ・輸入高:大 蔵省関税 局編集 「日本貿易月表 」

か ら基礎 資料 をえた。

さ らに,内 需=国 産出荷 高+輸 入高一 輸出高 、

として内需 を求め たが,官 庁統 計では分類 が本作業 と.,一致 しない点や さ らに対象機種が統 計

品 目 となっていない点等 を考慮 して,予 測作業者 の判断 で修正 を加 えたiものが あ る。

なお,基 礎 資料 と予測結果 は暦年(1月 ～12月)単 位 である。

(4)予 測 項 目

上 記資料で えた数値 を もとに して,内 需台数 ・金額,国 産出荷台 数 ・金額,輸 出入台数 ・

金額の予測 を可能 な範 囲で行 った。

本来,需 要予測 は,製 品分折,市 場分折 を行 ない,地 域別,業 種別,機 能別,あ るいは銘

柄別等の分折 ・予測 を行 うべ きであるが,資 料 が え られない ところが多 く,割 愛 せ,ざるをえ

なか った。 .`・"

⑤ 予 測 の 方 法,・,

各 機 種の内需 台数,国 産出荷台 数,輸 出台数等の時系列デ=タ に・時系列傾向線のあ ては

めや,次 にのべ る経済指標 を説明変数 とする各種 回帰分折 を行な って検 討 を行 ない,予 測値

を求 めた。'"`

内 需金 額,国 産出荷金額,輸 出金 額等 については,上 記の分折 も行 なったが, ,平 均 単価の

分折 ・予測 を行 なって,台 数 ×平均単価=金 額 としで金額の予測値 を求 めた もの が多 い。単

価は,機 能別機種構成の変化や技術革新あ るいは イン『 レによるコス ト上 昇等が あ って,最

近は特に灘 嬢 動 をしが る ものカ・多い・

そこで,単 価 の予測は データの ある もの・にっい ては,機 能 別機種別 に傾 向線のあてはめや,
ヨ

最近の蜻 単価 技術動向 需要動向等を翻 して行な・た・ ,よ

4

⑥ 説明変数 として採用しノこ主要経済指標の実績値 と予測値

昭和48年10月 石油危機以後;日 本経済はttそれまでの」ヰ均10%と い う高度成長か ら安定
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成長への過渡 期にあ る。昭和49年 の 成長率 はマイナス1.3%か ら,昭 和50年2.5%昭 和51

年6.0%昭 和52年5.1%と 経 済成長率 は長 期安定 成長率(6～7%)の 一 歩手 前まで回復 し

て きたが,内 需の増加 よ りも輸 出の増加 によるこ とが大 きく,円 高問題が発生 した。 円高の

要因は基本的には輸出の増大 によ る経常黒字 が大 幅に増加 したことにあるが,そ の うえに投

機的要因が加わ り,今 後の見通 しを困難 に してい る。

主 な事務用機械 の輸出金 額は昭和49年2,032億 円,昭 和50年2,130億 円,昭 和51年

3,059億 円,昭 和52年3β21億 円 と急増 して輸 出は内需以上の ウェイ トを もっている。

最近の異常な円高傾 向が何時 までつ づ くかによ って事務用機械の輸 出に大 きな影響 をおよ

ぼす ことが あ りうるが,最 近の各種 見通 しを検 討 し,後 述す る 「日本経済研究 セ ンター中期

予測(昭 和53～57年 度)」(昭 和53年2月27日 発 表)の 昭和53・54年 度 予測値 を参考

にして,予 測 を行 うこととした。

(資 料)

1)国 民 総生 産等 の実績値

昭和40～51年:経 済企画庁 「国民所 得統 計年報53年 版 」53/3発 行 による。

昭和52:経 済 企画庁 「国民所得統 計速 報(QE)」53年3月8日 発表 によ る。

2)国 民 総生産等 の予測値

昭和53～55年:日 本経済研究セ ンター中期予測 「5ケ 年経済予測 」

(昭 和53～57年 度)-53年2月27日 発 表一 の年度 ベースの対前年度成長率 と同 じ成長

率 で暦年 ベースの予測値 を計算 した。

日本経済研究セ ンター中期予測 では53～54年 度 を財政依存型経済成長 であ るとしてい

る。政府総資本形成(名 目)は 次 の よ うに,年 平均 伸び率(57/51)16.6%を 見込 んでお

り,53年 夏 か ら,秋 にかけ て,か な りの規模の景気対策(総 額2兆 円程度)を 想定 して

い る。 また円の対 ドル レー トは57～58年 に200円 に達す るとして,年 度 別には次 のよ う

に想定 している。

政府総資本形成 対 ドル レ ー ト

(兆 円) (円/ド ル)

53年 度 23,752(24.1) 230

54 27,376(15,3) 220

55 31,153(13.8) 215

56 34,519(1α8) 210

57 38,168(106) 205

注:()内 数字は対前年度伸び率
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5 今 後 の 課 題

5.1情 報 処 理 体 制 の整 備 拡 充

これ までの事務機械業界の情報処理体制 としては,個 別企業内 での体制 は別 として,団 体 ベー ス

としては十分 であ った とはいえない。当工業会 内の組 識 として広報委員会 があ り,関 係 団体 との連

合PR,諸 資料統計 の整備,情 報の収集 ・交換に関す るこ と,ま た工業会の主要な情報提供の手 段

であ る雑誌,「 事務機械 」の編集発刊 を行 っているが,情 報処理主体 としては立体感 にかけ る もの

とい えよ う。特 に事務機械産業におい ては,業 界 団体 におけ る情報処理 として,コ ンヒ。ユ一 夕シス

テムの利用 につい ては まったく未開発の分野 であ る。'∵ ご;

これ までに述べ たよ うに,当 業界は,単 にハ ー ドウ ェアにっい てのみ情報 を収集 ・分析す ること

では発展 は望めず,ソ フ トウェアの分 野についての情報 の価値 は,今 後 ます ます高 ま るもの と推 測

され てい る。

ソフ トウェアの情報 は,ハ ー ドウ ェアの情報 ほ どに定量的に把握できない一面 を もっているため,

これの収集 は ともか く,分 析の面で は極 めて多 くの問題 を抱 えてい るとい ってよい。

前述 した当工業 会が,定 期的 に実施 している需要予測 は,ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェアの各 情報

を分析 しなが らの予測 を行 なってい るとい う点 で,現 在唯一の情報処理 とい うことが で きるであろ

う。

もちろん,各 事務機械 メーカーにおいては,個 々の企業 ニーズに もとつ く情報処理 は行 っている

が,業 界 団体 として事務機械 産業 を網羅 す る形 での情 報処理については,ま だ体制 を云 々す る とこ

ろまで至 っていないのが現状で ある。

事務機械 産業 は,業 種規模 として相応 の生産規模 を もつ業界 に成長し,ま た,そ の生 産の うち

70%内 外 を輸出需要に あてるとい う機械 産業 のなかで も,輸 出産業 としての地 位は高い。

従 って,今 後の情報 ニー ズとしては,一 般 的な政治 情報,経 済情報を始 めとして事 務機械関係情

報 として も,よ り一層海外 におけるそれ が必要 となって こよ うし,ま た世界の事務機械 の主要供給

国 とな りつ つあ る業界 としては,よ り長 期的,実 証的,シ ステム的な海外情報 を確保 し,整 理分析

す ることが肝要 となろう。

このためには,ま ず情報 ネッ トワークの点検 とその確立が必要 となる。第1に,よ り多 くの情報

を機動的 に収 集 し,こ れ を整理加 工 を加 えて適確 な情 報処理 を行 うためには,当 工業会の情報処理

組織 を一層充実 させ,情 報 ニーズの変化に常に対応 で きるよ うに してお く必 要が ある。特 に今 後 と

も海外需 要に大 きく依存す る情況は変わ らない と思われ るので,よ り確度の高 い詳細 な海 外情報 を
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収 集す るため,軽 機械 セ ンター,ジ ェ トロの世界各 地の トレー ドセンターの活用度 を広 げる と同時

に,工 業会 か らの調査団 によ る情報収集 な ど情報収集面 におけ る積極性 を高めてゆ く必要 がある。

第2に,国 内関係 団体 との情報 交換 システムを確 立 して,生 産段 階,流 通段階 での各種情報を よ

り迅速確 実に集め るために,部 品メー カーを含 む生産団体,あ るいは流通団体 との間に情報 を交換

す る組 織を設置す ることが望まれ よう。

第3に,こ れ まで海外の関係団体,あ るいは関係 企業 との情報交換 は,当 業界 としては,極 め て

不足 して いた といわ ざるをえないが,長 期 的展 望に立 って事務機械需給体制 を見通 した とき,こ れ

ら海外 諸団体等 との情報交換 を通 して,海 外 におけ る需給動向,流 通,サ ービス関連等 に関す る新

しい情報 を,よ り早 く多 く収集 し整理 分析 してゆ くことは,極 め て重要 な ことと思 われ る。

5.2情 報 拠 点 の 育 成 強 化

5.1の 情 報処理体制の整 備 ・拡充 を推進す ることが,今 後の課題 として取上げ られ るわけである

が,こ れか らの情報 ニーズはます ます多様複雑 な もの とな ることが予想 され,こ れ らに対応 し,よ

り広範 囲な情報 源か らよ り多 くの情報量 を収集 し,こ の中 か ら,適 確 に必要 な情報 を選択 して迅速

に整理 ・分 析 し,直 ちに利用 に供 し得 るよ うにす るには,専 門 の情報処理機関 を設 置す ることが必

要 であ る。,,

・このよ うな情報処理機 関に包含 され るも の としては,次 の ものが挙げ られ るよ う
.。 まず第11に は

業界 として計数的に とらえてお く必要 のあ る各種統 計があ る。 当工業会 としては該当品目に関 して

毎 月 自主統計 を作成 しているが,こ のよ うな業界特有の統計 には輸出入統 計,生 産統 計等 が挙 げ ら

れよ う。 さ らに事務機械に関係す る海外 諸統.計,定 例の需給関係統計等が あろ う。

第2に は計量的に は把握 されないが,各 種 の定 性的 な情報が包含 され る必要が あろう。 これ は情

報検 索(IR-InformationRetrieval)の 分 野 であ り,か つ情報処理 の中では インプッ ト・アウ

トプッ トの双方にお いて,か な りの困難 を伴 うもg)で は あるが,将 来におい ては是非包 含 され るべ

き もので ある。'

以 上の2点 は広義のデ ータバ ンクと考 え られ る もので,情 報の蓄積 と処理 を中心 とした もの であ

る。,

第3に は,事 務機械産業に対す る情報 サ ー ビスである。情報処理機関に収集 され,加 工処理 され

てい るだけ ではデ ータは活用 されない。 これ を関係団体,あ るい は個別の メーカーに フィー ドバ ッ

ク(情 報サ ー ビス)す ることが必要 で ある。

第4に は情報処理機関の ネッ トワークシステムの完備が要求 され る。個別の情報拠点(情 報処理

機関)が 設置 され たとして も,以 上 述べ た各 種 データが,す べて単一の情報拠点に集積 され ること
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はpま ず不 可能 といってよい。

それは各 情報拠 点の もつ特 性,バ ックグラウン ドによ って,収 集 され る情報の 種類 ・質 ・量がか

なり異 なった もの とな るか らであ る。 したが って,こ れ らの情報拠点は1箇 所の みです べて機能が

果 たせ るとい うもの では な く,異 なった情報 を もつ各拠点相互の,ネ ッ トワー クシステムが整備 さ

れ ることが必要 となってこよ う。

これは当然に各業界,各 団体 の特性が 反映 された もの となる可能性を もってい る。

これ らの情報拠点の設置 には,相 当な経費がかか ると予想 される。事務機械 産業について将 来に

おけ るコンピュータ システムに よる情報処理 につい て,具 体 的な構想 を仮 に想定 してみ ると,次 の

よ うな ものが考 え られよ う。

まず,各 種 の定 量把握で きる統計資料等については,最 も前段 階において情報処理機関 にデータ

を蓄積す ることが 可能で あるの で,こ れ を論外 とす ると,事 務機 械産業 におい て特 に重点 となる も

のは情報検索 と各種 シュ ミレーシ ョンであろう。

事務機械 産業に あっては,ハ ー ドウェア情報 と共 に,ソ フ トウェア情報 が大 きな情報分野 を占め

ているこ とは,前 に述べ た通 りである。

従 って必要な時期に,必 要 とす る情報が直 ちに得 られ るよ うな情報検 索が,事 務機械 産業 におけ

る情報処理の分野 としては,相 当に高 い ウエイ トを占めるであろ うと思われ る。

一方 ,過 去の統計資料 に関 しては,こ れ をこの ままの形 で利用す るよ りは,む しろ各種の統 計手

法 に応用す る(例 えば現在既 に実 施している需要予測 と予測 を もとに してシュ ミレーシ ョン等)こ

との方が事務機械産業 あるいは業界 団体 として,今 後の大 きな焦点 となって くるであろ うと思 われ

る。

さらに業界 団体の立場か らい えば,加 盟の事務機械 メーカーに対 しての,各 種情報サ ー ビスを,

コ ンピュータシステムを介在 して行 うこと も,将 来 の姿 として考 えてお くべ き必要が あろ う。

これ らは あ くまで も将来の予想 であ り,こ の ためのコ ンピュータ システムの利用 につ いて,業 界

団体 として内部に コン ピュータ システムを導入 して利用 を行 うべ きかピ また外部の計算 センターそ

の他の情報処理機関 を利用 して行 うべ きか等については,今 後の検討課題 となる もの である。

更 に長期的な視野に立 って情報 ニーズへの対応 問題 を考 える と,単 に事務機械業界 だけ でな く機

械工業全体 でみ るか,あ るいは全産業的 な面か ら広 範囲 な分野の情報収集体制 を とった方が よ り効

率 的であるかな どの,い わ ば情報拠点的 な ものの利用 の問題 を考 えてい くことも必要 であろ う。

勿論,産 業全体 とい って も多種多様 であ り,各 業界毎 に特性が あ り,そ れ ぞれ に政策課題 は相違

す る ところが多 い。 しか し,大 きな国の経済政策の中で,各 産業 が多様 な政策課題 を有機的 に結 び

合 わせ て,全 体 として斉合性が保 たれ てい くには,こ ういった 全産業的 な構想の下 に,専 門の情報

処理 センターが設置 され ることが将来考 え られ てよいの ではなかろ うか。
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参 考 資 料

注1.機 械 統計品 目は別表の推移表 の とお り変化 してお り;統 計がな くなった品 目があ る。

注2.輸 出入 につい ては,大 蔵省 日本貿易月表に よる。

(1)加 算 機の該 当輸入品 目はな く,計 算機 に含 む。

(2)マ イ クロ写 真機械の 輸出入}ま,撮 影機 のみ で,マ イクロリーダ,1)一 ダ プ リンタは除

く。

(3)事 務 用 印刷機 につい ては輸出入 とも該当品 目なし。
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